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国分寺市内の先土器時代・縄文時代の遺跡は、市内東南部を流れる野川流域に沿った国分寺

崖線上の武蔵野台地に集中しています。武蔵野台地は「恋ケ窪谷」「さんや谷」「殿ケ谷戸谷」

「本多谷」などの谷によって大きく分割されており、遺跡はこうした谷に面した台地の縁辺部

に作られ、崖線下には多くの湧水地があります。その中でも恋ケ窪遺跡と羽根沢遺跡は古くか

ら知られている遺跡で、過去に幾度か調査が行われてきました。

このたびの調査は、日立中央研究所構内における研究棟やその他の施設建設に伴う緊急調査

の成果をまとめたものです。この調査により恋ケ窪遺跡では集落の北東域の限界が明らかとな

り、羽根沢遺跡については集落に関係した遺構が検出され、遺構の内容を把握するための貴重

な資料が得られました。これらの資料は今後の調査・研究に大きく寄与するものと思われます。

この調査実施にあたりましては、文化庁・東京都教育委員会・国分寺市文化財保護審議会の

皆様をはじめ、調査会の団長・役員の方々にご指導いただきながら進めてまいりました。害た、

調査にあたって終始深い御理解と御協力をいただきました日立中央研究所関係者の方々に心か

ら感謝申しあげるものであります。

最後に、本報告書が恋ケ窪の古代文化、国分寺の歴史の解明に少しでも供することができれ

ば幸いです。すでに刊行されました恋ケ窪報告書Ⅰ・ⅠI・III・IVと合わせて広く活用されるこ

とを願ってやみません。

平成4年2月29日

調査会長 星 野 亮 勝
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1.本書は、日立中央研究所構内における研究棟、食堂棟、プール更衣室の建設工事に伴う発

掘調査報告である。

2.本調査は、 日立中央研究所から恋ケ窪遺跡調査会ならびに国分寺市遺跡調査会に委託さ

れたものである。

3.発掘調査は、第1期研究棟昭和58年2月14日から同年9月6日、プール更衣室昭和61年9月

8日から同年10月23日、第2期研究棟・食堂棟平成2年5月21日から同年11月1日まで行い、

整理および報告書作成は平成4年2月29日まで国分寺市遺跡調査会恋ケ窪事務所で行った。

4.調査は広瀬昭弘が第1期研究棟・プール更衣室の建設を、板倉歓之が第2期研究棟・食堂

棟の建設に専従した。

5.本書の執筆・編集は、滝口宏・永峯光一・大川清・坂詰秀一の監修のもとに上村昌男・上

敷領久の各調査員が分担した。執筆文担は下記のとおりである。

上村昌男 Ⅰ、II、III1IV

上敷領久 IV-1～4の(2)石器一覧

6.発掘調査から報告書作成に至る過程で、次の方々から御教示、御協力をいただいた。(敬称

略、順不同)

有吉重蔵、福田信夫、早川泉、河内公夫、秋山道生、砂田佳弘、山崎和已

7.発掘および整理参加者(敬称略、五十音順)

発掘作業

芥浩、阿部聖昭、飯村敏也、石井隆、石川恭彦、磯野義孝、市川政史、稲井亮、井上利明、

井深雅彦、上村純一、海野毅史、岡村幸男、太田立也、刑部康雄、尾崎勝人、樫村三浩、加

藤淳也、門田公文、金子浩二、川島寿則、木村博文、久保嶋直樹、佐藤一也、佐藤秀樹、塩

原俊郎、品田圭二、島田寿夫、関博文、関谷靖久、千石洋、田中祥介、田中哲也、谷本美毅、

鳥越伸一、中川一昭、中田一夫、成田靖、西山和成、畑山豊、福井健二、福田敏文、堀苑孝

志、松沢修、湯瀬禎彦

整理作業

石田美恵子、井村みゆき、内田勝己、遠藤佐、大城戸玲子、岡島チヅエ、加藤はす、木村

初江、小菅将夫、小松明美、佐野満代、島崎恵美子、助川剛栄、須崎幸子、鈴木麻弥、関欣

子、外谷悦子、千葉則子、内藤真由美、中村宣弘、長崎潤一、楢岡ゆう子、西田絢子、長谷

川光子、原俊二、原田瑞枝、東清子、深瀬恵津子、本多俊朗、間室幸仁、翠川泰弘、皆川洋

一、三巻良子、三宅良明、村井ユキ子、村山資子、森川康子、森安敦子、山縣素子、山岸加

寿子、渡辺かおる



凡 例

本文

1.国分寺市内の遺跡は、武蔵国分寺跡を除いて、頭に「K」を冠し次に遺跡の番号と調査次

数を記人する。例えば「K2?35」の場合は恋ケ窪遺跡の35次調査、「K5?2」は羽根沢遺跡

の2次調査を示す。

2.遺構は、各遺構毎に発見順に連続番号を付したが、整理工程の事由により必ずしも調査次

数順とはなっていない。

3.遺物の記述は全て一覧表によった。表記方法について説明する。

① 遺物番号は、図面番号と対照にした。例えば「26討」とあれば「図面26?Lを示す。

② 出土位置の内、1101住」は101号住居跡、「1埋」は1号屋外埋喪、162土」は62号土坑、

120集」は20号集石土坑、「23礫」は23号礫集中部分、「遺構外」は遺物包含層を示す。

③ 計測値の内、記号なしは完形数値、( 》は復原数値、( )は残存数値、一は計測不

可を表わす。単位はcm・7である。

図面・図版

1.遺構

① 遺構配置図表示の数字は、国家座標第9系を用いて距離を表わしている。X軸が南北ラ

イン、Y軸が東西ラインを示す。尚、K2?39次調査は建築建物の設計方向を発掘の基準線

としてイ吏用した。

② 断面図表示の数字は水糸レベルで、海抜高を示す。

③ スクリーントーンの指示は次のとおりである。

圏聳練 ローム層 [=] 焼土・炉 圀憂甑 集 石

④ 縮尺は次のとおり統一した。

遺跡の位置図 1 /25000 調査地位置図 1/10000・1/15000 調査区全体図 1/

200・1/400 住居跡 1/60 炉 1/30 埋饗 1/20 土坑 1/50 集石 1/

20・1/30・1/60 遺物分布図 1/45・1/400

2.遺物

① 石器類におけるスクリーントーンの指示は次の通りである。

匣]磨面

② 写真図版の内、出土遺物は図面番号と対照にした。例えば「26?1」 とあれば「図面26-

1」のことを示す。

③ 縮尺は次のとおり統一した。

図面 土器 1/3・1/6 土製品 1/3 石器 2/3・1/3・1/6・1/8



図版 上器 1/3・1/4・1/6 土製品 1/1・1/3 石器 1/1・1/3・

1/6
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図版1 K2・K5遺跡調査
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Ⅰ 調査に至る経過

昭和57年7月12日、株式会社日立製作所中央研究所より研究所構内において研究棟建設に伴

う埋蔵文化財の取扱について照会があった。

研究所構内は過去に発掘調査ゞ異施しており、住居跡や敷石住居跡、遺物の散布地が発見さ

れているが所在は明らかでなかった。また西武国分寺線を挟んで西側の西恋ケ窪1丁目地内に

おいて恋ケ窪遺跡の発掘調査を実施し七おり、調責成果から集落の範囲が研究所構内にまで延

びている可能性があることより、事前調査を実施する方向で協議を行い以下の内容で合意した。

①表土は試掘の際全て搬出する。試掘深度は現地表面より約50cmで行う。

②縄文時代については原則として遺構確認にとどめ遺構精査は行わない。

③縄文時代調査終了後、先土器時代の調査を行う。

④遺構・遺物が検出された場合は協議により本調査へ移行する。

試掘調査は昭和58年2月14日から同年3月31日まで行い、その結果、住居跡、土坑、ピット

が多数確認されたため本調査に移行し同年9月6日までに終了した。尚、現地調査実施時点に

おいては、当該地域は日立中央研究所構内遺跡として扱われていたが、整理作業段階において

遺跡範囲の見直しが行われ検出された遺構が恋ケ窪遺跡の範晴と考えられることにより、恋ケ

窪遺跡(K2)の第39次調査に再登録した。

プール更衣室建設は、昭和61年7月25日付国教文収第312号にて羽根沢遺跡に所在するプール

部分の更衣室を建て替える発掘届が市教委文化財課に提出された。当遺跡は遺構の分布状況が

明らかでないため、研究棟と同じく試掘調査を行う方向で協議を行った。試掘調査は昭和61年

9月8日に開始し、その結果、土坑や集石跡が検出されたため本調査に移行し同年10月23日に

終了した。尚、この調査は羽根沢遺跡(K5)第2次調査として登録される。

平成元年5月18日付国教文収第50号にて恋ケ窪遺跡に研究棟の増設、羽根沢遺跡に食堂棟の

建設を行う発掘届が市教委文化財課に提出された。これまで日立中央研究所構内において、発

掘調査を実旅している2地区より多数遺構が検出されていることから、建物建設に伴う掘削範

囲について本調査を実施することで協議を行い、以下の内容で合意した。

①発掘調査範囲は建築工事により影響を受ける範囲全域を対象とする。

②発掘深度は縄文時代の遺構確認面であるローム層上面とする。

③先土器時代の調査については調査地内にグリットを設定し試掘を行い、遺物が検出された

ら拡張し本調査を行う。

④調査に係る準備工事、仮設工事、土木工事等は届出人が行う。

 発掘作業における作業員は労務提供をうける。

本調査は平成2年5月21日より食堂棟に着手し、同年9月13日に終了した。研究棟は平成2

-1-



年6月25日に開始し、同年11月1日に終了した。尚、研究棟は恋ケ窪遺跡(K2)第35次調査、

食堂棟は羽根沢遺跡(K5)第5次調査として登録される。

(註1)

日立中央研究所構内において実施された調査・報告は、大正11年12月の三輪善之助による「武蔵国分寺村

発見の土器」人類学雑誌と昭和23年4?月の市川健二郎指導による「武蔵国分寺恋ケ窪敷石遺跡発掘調査」学

習院史学会報の2つで、昭和34年に奥田直栄・大谷勉により発掘調査が行われる。
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IⅠ 調査地区の概観

1o調査地区の位置・立地

本調査を実施した地点は、恋ケ窪遺跡と羽根沢遺跡であり、各々の遺跡の立地について説明

する。

恋ケ窪遺跡は、西恋ケ窪1丁目と東恋ケ窪1丁目日立中央研究所構内の一部に所在し、野川

の源泉を見下ろす武蔵野台地上に立地する縄文時代中期の集落跡である。野川流域には該期の

大規模遺跡が数多く認められるが、本遺跡はその中でも代表的な遺跡といえよう。そしてこの

遺跡は北側を除く三方向を野川の開析谷に囲まれた舌状台地南西縁に広がっており、同台地の

南東縁には羽根沢遺跡が立地している。また谷をはさんだ南側の台地には日影山遺跡・恋ケ窪

南遺跡・多喜窪遺跡等が立地する。恋ケ窪遺跡の立地する台地は、標高約76m1東西600m1南

北400mの広さをもつ。崖線下低地との比高差は12m前後を測る。台地を刻む谷は南から西側に

延びる恋ケ窪谷と東から北側に延びるさんや谷の二つ谷で、台地東南で合わさり近くの湧水を

集め野川として南流する。恋ケ窪谷は、比較的幅広の谷でその傾斜は緩やかである。一方さん

や谷は、台地東側では幅の狭い急傾斜の谷となっているが、台地北側に回ると急激に浅い谷と

なり武蔵野台地に連なる。崖線下には埋没・枯渇したものも含め10箇所前後の湧泉地点が確認

され、水利に恵まれた、遺跡立地に優れている地形といえる。

羽根沢遺跡は、東恋ケ窪1丁目日立中央研究所構内に所在する遺跡である。恋ケ窪遺跡と同

一台地に立地しており、本遺跡は、台地南東部に占地し、台地中央部に人り込んだ小支谷をは

さんで恋ケ窪遺跡と対峠する。比高差121'n程の崖線下には多くの湧水地点があり、遺跡立地の

好条件をそなえている。遺跡東側で台地を区切るさんや谷をはさんだ対岸には恋ケ窪東遺跡・

花沢西遺跡が立地している。

2.層序

調査地は、日立中央研究所構内で武蔵野段丘に位置する。基本層序は、各調査地区の深掘り

土層断面を使用した。

Ⅰa層 盛土 K5-2・5次調査地にて検出される。旧建物による攪乱の層であ

る。

暗褐色で乾燥するとパサパサして崩れる。下部は、II層の黒褐色土

がまじる部分がある。

K2?39次調査地にて検出される。粒子が粗くボソボソした感じで

粘性がない。歴史時代遺構内の堆積土に酷似する。

Ib層 表土耕作土

II 層 黒褐色土
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下部に行くほど茶褐色が強くなる。縄文時代の遺物包含層でK5-

2次調査地では屋外埋賽が本層の中位より検出されている。

ローム漸移層である。縄文時代の遺構は該層上面にて検出すること

ができる。

ソフトローム層。K5?5次調査地においては、該層の上面まで盛土

による攪乱をうける。

ハードローム層。下層にいくにしたがい黄味が薄くなり黒色味が強

くなる。混人物や色調によりa・bの2層に分層が可能である。

VⅠ 層 黄暗黒褐色土 立川ローム層の第1黒色帯に該当する。黒色スコリア粒子が多く含

まれる。

パミスを多く含み、削るとジャリジャリする。始良、丹沢火山灰(A

T層)に該当する層と考えられる。

Ⅴ111 層 黄暗黒灰褐色土 立川ローム層の第2黒色帯の上部に該当する層である。

IXa層 黒暗黄褐色土 Ⅴ111層より黒色味が強く、部分的に暗灰褐色土のブロックが散らばつ

ている層である。

IXb層 黒暗茶褐色土 立川ローム層の第2黒色帯の下部に該当する層で、黒色味がさらに

強く粘質な土層である。

粒子が非常に細かく、粘質な上層である。

Xa層にくらべやや暗く、スコリア粒子が含まれる上層である。

X層にくらべさらに緻密で堅さを増す。

色調はXI層に類似しており、下部には黄褐色ブロックがまじる。本

層を境にして下が武蔵野ローム層と思われる。

以上のような上層が各調査地で観察され、III層やIV層において縄文時代の遺構遺物が検出さ

れている。傾向としては、K2?39次調査地が一番高く、北と東へ傾斜して土層が堆積している

様子である。

III b層 暗茶褐色土

III C層 茶褐色土

IV 層 黄褐色土

Ⅴ 層 黄褐色土

Ⅵ1 層 黄褐色土

Xa層 黄褐色土

Xb層 黄褐色土

XI層 明黄褐色土

XII層 黄褐色土
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III 発掘経過

日立中央研究所構内における調査は、II項で述べたように、縄文時代の遺構、遺物が存在す

ることは明らかであったが、遺構の分布範囲や、遺物の包蔵量については不明であった。した

がって、K2?39、K5-2次調査はまず試掘調査を行い、遺構遺物の量を明らかにしてから本

調査を実施する方法がとられた。この2回の調査により本構内には多数の遺構や遺物が包蔵さ

れていることがわかり、つぎに行ったK2?35とK5-5次調査は工事区域全体について最初よ

り本調査を実施した。

以下、K2?39、K5?2、K2?35、K5-5次調査の概略を記すこととする。

K2?39次調査

試掘調査期間 昭和58年2月14日～同年3月31日 実働日数24日

試掘調査面積 1,077m'

本調査期間 昭和58年4月1日～同年9月6日 実働日数78日

本調査面積 2 , 653 . 05m'

試掘調査は、研究棟工事対象地域に格子状にトレンチを設定し調査を行う。遺構、遺物多数

検出されたため、工事対象地域全体に拡張して本調査を行う。

K5-2次調査

試掘調査期間 昭和61年9月8日～同年9月中旬 実働日数6日

試掘調査面積 140m'

本調査期間 昭和61年9月中旬～同年10月23日 実働日数18日

本調査面積 170,9m'

試掘調査期間中に多数の遺構が確認されたために本調査に移行する。

K2?35、K5-5次調査

研究棟本調査期間 平成2年6月25日～同年11月1日 実働日数70日

本調査面積 1,678.03m2

食堂棟本調査期間 平成2年5月21日～同年9月13日 実働日数38日

本調査面積 1,037.13m2

平成2年5月中旬より6月中旬まで発掘調査に伴う重機掘削と既存建物の解体工事等の準備

工事を行い、遺構確認作業も並行して実施した。本調査である遺構の調査は食堂棟5月21日、

研究棟6月25日より開始した。調査にて検出される遺構の記録は写真測量を用いた。

各々調査地区の進行状況については次表にまとめてあるので参照されたい。

-8-
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IV 調査地の概要

1.K 2 -35次調査

研究棟建設予定地1,678.03m'の本調査を実施した結果、住居跡3軒、集石土坑2基(内1基は

近年に掘られた遺物留めである)、土坑9基、ピット61個が検出された。

(1)検出遺構

101号住居跡(図面3 図版3)

〈位置〉調査地の中央でやや東側に位置し、南に102号住居跡がある。〈形状〉長径6.08m,

短径5.22mの楕円形を呈する。遺構確認面からの掘り込みは20～30cmでローム層を床面として

いる。壁の状況はゆるやかに立ち上り、周溝は廻っていない。く覆上〉暗茶褐色土が主体に堆積

しており、下位に行くほどスコリア粒子の混人が多くなる。く炉〉なし〈埋喪〉なし〈柱穴〉住

居跡の中央より西側に径0.6m1深さ16cmのピットが1個確認されている。く出土遺物〉覆土中

より勝坂式期II・IIL阿王台の土器破片が出土している。〈時期〉出土遺物が少なく時期決定が

難しいが、勝坂式期の住居跡と思われる。

102号住居跡(図面4 図版4)

〈位置〉調査地の中央よりやや南側にて検出され、すぐ北に101号住居跡があり、周辺には、

132・134号土坑がある。〈形状〉長径4.9m短径4.28iTlの楕円形を呈する。遺構確認面からの掘

り込みは20cmで、明確な床面は認められない。壁の状況はややゆるやかに立ちあがり、周溝は

廻っていない。〈覆土〉ローム粒子、スコリア粒子が少量含まれる暗茶褐色土が堆積する。〈炉〉

なしく埋妻〉なし〈柱穴〉住居跡の南東部分に径0.4～0.9mで深さが10～20cm前後の浅いピッ

トが5個確認されている。ピット内の土層は、ロームブロックを多く含む暗黄褐色上が充填さ

れる。く出土遺物〉住居跡覆土中より勝坂式期Ⅰ・II・III1阿玉台の土器片が出土している。〈時

期〉出土遺物が少ないため時期決定が難しいが、勝坂式期に該当する遺構と考えられる。

103住居跡(図面4 図版5)

〈位置〉調査地の北側中央にて検出される。〈形状〉長径3.st'im1短径3,26mの楕円形を呈す

る。遺構確認面からの掘り込みは20cmで、明確な床面は認められない。壁の状況はゆるやかに

立ち上り、壁下には周溝の掘り込みは認められなかった。〈覆土〉暗茶褐色土でローム粒子・ス

コリア粒子が少量まじる土が堆積する。〈炉〉なし〈埋喪〉なしく柱穴〉径0.6～0.8mで深さ20

cm前後のピットが3個と、径0.2mで深さ20cmのピットが2個検出されている。ピット内の土層

-11--



は住居跡の覆土と同じ暗茶褐色土が充填される。〈出土遺物〉実測可能なものは阿玉台の1点で

他は小破片である。〈時期〉出土遺物が少ないため時期不詳である。

130号土坑(図面5 図版6)

〈位置〉調査地の東側の中央に位置する。〈形状〉長径2.54m1短径2.Omで不整形を呈する。

ローム面からの掘り込みは40～45cmで断面形は盤状である。覆土は暗茶褐色土が充填される。

く出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

131号土坑(図面5 図版6)

く位置〉調査地東側中央に位置し、西側に101号住居跡がある。〈形状〉長径1.93m1短径1.75

mの円形を呈する。ローム面からの掘り込みは26～39cmで断面形は盤状である。覆土は暗茶褐

色土でロームブロック・スコリア粒子がまじる。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

132号土坑(図面5 図版6)

〈位置〉調査地の中央南側に位置し、102号住居跡と21号集石の中間にある。〈形状〉長径1.6

m1短径1.27mで不整形を呈する。ローム面からの掘り込みは15cm,断面は不定形で底面は凸

凹である。覆土はローム粒子・ロームブロックを多く含む暗茶褐色土が堆積する。〈出土遺物〉

なし〈時期〉不詳である。

133号土坑(図面5 図版6)

〈位置〉調査地の中央に位置する。〈形状〉長径1.58m1短径i.28mで楕円形を呈する。ロー

ム面からの掘り込みは28cmで断面形は盤状である。覆土はやや黒味が強い暗茶褐色土が堆積す

る。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

134号土坑(図面5 図版7)

〈位置〉調査地中央で東側に101・102号住居跡がある。〈形状〉長径2,52m1短径1.38mで不

整楕円形を呈する。ローム面からの掘り込みは20cmで断面形は皿状である。覆土は暗茶褐色土

に黒色の土がまじって堆積している。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

135号土坑(図面6 図版7)

〈位置〉調査地北東隅に位置し、すぐ南に136号土坑がある。〈形状〉長径2.Om1短径1.1m

で楕円形を呈する。ローム面からの掘り込みは10cmで非常に浅く、断面形は皿状である。覆土

は暗茶褐色土が堆積する。く出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

一12-



136号土坑(図面6 図版7)

く位置〉調査地北東隅に位置し、隣に135号土坑がある。〈形状〉長径1.3m1短径0、88mで楕

円形を呈する。ローム面からの掘り込みは20cmで断面形は盤状である。覆土は暗茶褐色土が堆

積する。〈出土遺物〉なしく時期〉不詳である。

137号土坑(図面6 図版7)

〈位置〉調査地北側中央に位置する。〈形状〉長径2.06m1短径1.76mで楕円形を呈する。ロ

ーム面からの掘り込みは20cmで断面形は皿状である。覆土は暗茶褐色土が充填される。〈出土遺

物〉なし〈時期〉不詳である。

138号土坑(図面6 図版8)

く位置〉調査地の北西に位置する。く形状〉長径1,6m1短径1.22mで楕円形を呈する。ロー

ム面からの掘り込みは14cmで非常に浅い皿状である。覆土は暗茶褐色土が堆積する。〈出土遺物〉

なし〈時期〉不詳である。

20号集石土坑(図面7 図版8)

〈位置〉調査地中央の東側に位置する。く形状〉長径0.96m1短径0.65m1厚さ14cmの範囲に

礫の集中が認められる。集石下には土坑を持ち、その規模は長径1.i9m1短径0.88mで深さは

20cmの不整形を呈する。〈礫の状態〉石質は砂岩が主体で大半が被熱され、灰白色が赤茶褐色に

変色している。また少量ではあるが土器片も含まれる。く時期〉集石内より(図面26?25～28)

の土器片が出土しており、これらは阿玉台期に属する。

21号集石土坑(図面7 図版8)

く位置〉調査地の南側中央にて検出される。く形状〉土器、石器、礫が長径1.92m1短径1.58

m1深さ70cmの範囲に集中して認められる。土坑は長径2.24m1短径1.84m,深さ180cmと深

い。く遺物の状態〉土坑内の上層に集中して遺物が検出された。土坑内の覆土は暗褐色土で表土

層である。〈時期〉本遺構は縄文時代の遺構ではなく、近年に畑作業や土木工事にて採集された

遺物を廃棄するための穴であると考えられる。出土している遺物の時期は、勝坂式期から加曽

利E式期で、これらの遺物は、中央研究所内の恋ケ窪遺跡の集落を形成している他の遺構の遺
物と考えられる。

ピット(図面1 図版2)

??-13-



〈位置〉調査地内においてピットは61個が検出され、これらは北側に集中している傾向があ

る。〈形状〉径0.3～0.8mで深さ30～70cmの円形または楕円形を呈し、覆土は暗茶褐色土が主体

で堆積している。〈時期〉ピット7より(図面30?5)の前期諸磯Cの破片が出土しているが、

他からは出土してない。おそらく中期の所産であろう。

遺構外遺物(図面2)

ここで取り上げた遺物は、遺物包含層中より検出された遺物である。分布状態は調査地全体

に均一に出土している傾向である。土器類は勝坂式期が主体で、加曽利E式期が非常に少ない。

石器類は非常に少なく僅かに石鐵と石斧が検出されたのみで、大半が焼礫である。

(2)出土遺物

遺物は、3軒検出された住居跡と、集石土坑、遺構外の遺物包含層より出土している。図示

が可能なものを一覧表にて記述した。出土した総量はコンテナ66箱である。

第2表 K2?35土器一覧表

図面1種別1出土1口
器

図版1器形?位置?底
レ・形の特徴・部位

胴部の破片でキャ1文様は重三角文で区画され、隆帯1勝坂II
26-1

箭憫;8?深 鉢?101住トリ「ノパー形を呈する。?賢竺!二ご、??曹ラ爪形文・キ・
タピラ文が施される。

ご扁;8深鉢101住(I:)1"8501゜ 冒豐雪ぷ覧τ意!9゜″?-?で2信P耐二N」
詔=Σ]1「t冫「冨[1FでV績セ同部の破片0 1 隆帯をはりつけた後、隆帯に沿っ1勝坂II

てキャタピラ文と爪形文を施す。

警口本」i?i t「「る宕「下でj??1胴部の破片。 ? 半截竹管による押引きが施される。1勝坂II

警【エ丁=?真F雫寵』75dⅡ胴部の破艷」 波状沈線に沿って竹管文による押1勝坂II
引きと、RLの縄文が施される。

謡こ。1深鉢?101住1(g)『001゜ 隆帯に沿って一部浅い爪形文が施1勝 坂
される。

エ庁二.深鉢101住(I)ご5゜11゜ 要=斎霊:〒こ〒Y;グ艷P耐7二」
呂18Y深鉢l101住トΣ6)ビ71゜1゜
呂z81深鉢1 ioi住1 (p)1118501゜=横方向の爪形文を施す。 1阿玉台

隆帯の上に竹管による押引きを施1勝坂III

雪=μF「1寸]富丘」(】)、]胴部の破片。 覧 隆帯に沿って沈線を施し、隆帯の1勝坂III
上に刺突を施す。

備考文様構成
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第3表 K2-35土器一覧表

図面1種別j出土1口径
11 ?器高 ]器形の特徴・部位

図版1器形1位置?底径cm

訝レ雪 〒?鉢 青?住 (【()118501゜ 隆帯と条線文が施される。 門
品胤深鉢101住(工6)1181゜01゜ 横方向の爪形文を施す。 阿玉台

1ビ冒,深鉢?]・・住j翫1:で二゜ 門
七1。1,。2ヶ1(])1""8“゜01・1?=諭ピ葉丑r7"
図版28ドード゜″-1゛?『

によるキザミ・刺突を施す。

ニ胤深鉢102住(暉)168501゜ 隆帯に沿ってキャタピラ文が施さi勝坂II
れる。

召ビ冨 竺?デー X關竺 杉I、 口縁部の破片。 冒デ部下端に=の沈竺二竺!れ 勝坂IIⅠ
エ胤深鉢寺02住(I岬1゜1゜ 隆帯の上と区画内に条線文が施さ1勝坂III

れる。

1ビⅦ3テ鉢?焚Y!墓戸501・ 隆帯に沿ってヘラによる押引きが1勝坂II
施される。

為凧深鉢102住(I7)418“01゜ 沈線による区画内に竹管による押1勝坂IH
引きが施される。

u品深鉢102住(I)118501・ 隆帯に沿って沈線がめぐり、条線1勝坂III
文が施される。

墨煩深鉢102住(Ij)犀芦゛゜0180″1911′31岑
と國、1102(;I3る、154″3゜0"・E:罵:雲温:4::rJ8
図版28ド′ド゜?1ドX1

節線文がめぐる。

ミこ?深鉢z旬2住ド19]61501゜ 回
毒1,7、1、。3ヶ1吊、ド゜"5゜01゜ 田た孟艷ワー:醒]!召票
図版28j“ード゛11゛巴ソ

す。

33..2,1馬こ汐大竺竺口縁14単竺?把讐帯書に棒状÷サに?阿玉台
(-8:8)?で胴部は円筒状にド愈勲突・押圧が施され、2条の

なると考えられる01有節線文がめぐる。-

(23.8) l平縁の口縁と頚部]口縁部中央と頚部の境に横方向の1阿玉台
20集 ?(15.2)?の破片。 1爪形文が施される。

文様構成 備考

26?25

畠晶?深鉢 20集

と三睡鉢
図版28

5竺私 え 、2oよ ①)頚部と胴部の破片。?±7ルで円区画に横方向の爪 阿玉台
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第4表 K2?35土器一覧表

団?図面1種別1出

図版1器形?位

土?口径
?器高 1器形の特徴・部位

置1底径cm

口縁把手部分の破

片。

備考文様構成

2本の隆帯に棒状工具の押圧があ

り、刺突と2条の押引きが施され、

爪形文がめぐる。

隆帯による重三角文で区画され、

隆帯に沿って竹管による押引きが

なされ、波状の沈線文が配されて

いる。

口縁部と頚部の破1口縁部・頚部に2条の沈線がめぐ
片。 附、その間に3条の弧線文と1条

の波状文が施される。地文は櫛状

工具による条線である。

じ茫P0で巳懸豐2!0
胴部の破片。 1隆帯による重三角区画文と楕円区

画内にキャタピラ文と角押文を施

す。

頚部の破片でキャ1隆帯による楕円区画内にキャタピ
リパー形を呈する。?ラ文・角押文と円形・半截竹管の

1刺突文が施される。

口縁部・頚部の破1頚部に隆帯がめぐりその上にヘラ
片でラッパ状に開?状工具によるキザミが入る。
く口縁である。

1(p)げ6゜゛1゜
口縁部の破片。

阿玉台
26?28

図版28
(5.8)鉢1 20集深

口縁部の破片。 勝坂II

(29.61

(6.0)

27-1

図版29
深 鉢1 21集

加EIV

《29.O》

(12.4)

τトN

図版29
鉢1 21集深

?耶 洒
「

加EIV
21集

勝坂Ⅰ
27-4

図版29
(6.1)深 鉢1 21集

勝坂II
27-5

図版29
(7.1)深 鉢1 21集

勝坂II
27-6

図版29
(9.2)鉢1 21集深

隆帯に沿って沈線が施される0 1勝坂ⅠⅠI

隆帯に沿って沈線がめぐり隆帯の1勝坂III
上に竹管による押引き、隆帯間に

は条線が施される。地文はRLrの

多条の縄文である

隆帯と櫛状工具による沈線の間に1勝坂III
Lの撚糸文が施される。

沈線の区画の中にヘラ状工具によl勝坂III
る押引きが施される。

隆帯に沿って沈線がめぐり、その1勝坂III
上をヘラ状工具による押圧を行う。1

トI・巳i口縁把手部分の破1隆帯により把手を作出し、一部分1勝坂III
棒状工具により押圧を行う。

f拷
口縁部の破片0 1隆帯と沈線により口縁部を作出す?加EI

る。

・1『這 隆帯の上に沈線を施す。

τトコ

図版29
鉢1 21集深

27-8

図版29
(6.2)深 鉢1 21集

J
「
J
「

口縁部の破片。27-9

品版;9ピ

=l深
27?11

諭想深
27」2

品藤1ド朶

=]・
=ト

(4.8)21集

口縁部の破片。
(4.7)
-

21集

口縁部の破片。
(4.7)
-

鉢1 21集

鉢1 21集

阿玉台

」6-



第5表 K2?35土器一覧表

考備

III勝坂

成構様文

胴部の破片。

-

(5.1)
-

-

(10.3)
-

-

(6.2)
-

出土j口径
器高 ?器形の特徴・部位

置?底径cm

1 - 1頚部の破片。
集12

集l2

集1[2

リ井

鉢深

鉢深

鉢深

種面

位形器版

28-2

図版30

28-1

図版30

図

図

27」5

図版29

占≧ニ 深 竺 21集 (】ラ戸101・
1悲ゾ,深鉢21集??(I)1"8101゜

胴部の破片。

隆帯に沈線または押圧が行われ、

ヘラ状工具によるY字状のキザミ

を施す。

平行する2本の隆帯の上にヘラ状1勝坂III
工具による押圧が施される。

2条の沈線による区画内に条線とj勝坂III
円形竹管文が施される。

隆帯と沈線による区画が行われ、1勝坂III
隆帯の上に棒状工具によりキザミ

ちく入ゐ,

隆帯による区画がおこなわれ、隆1勝坂ⅠII
帯の上にヘラ状工具による押圧が

施される。

5扁ミ。深鉢21集(I)蓉ゴ゜T=ぞ畠緊宝:だ。′701016
エ,品深鉢21集(I)1"8101・ 緊鴬冨ジ701″′10400"
二摺深鉢21集(I)1"8501゜ ≦冗1;f:哀m゜0""
?≧摺 ユ ,1,【7、 口縁部の破片。 隆耐による過巻文を施す。 加EII
 ,W〒部・頚7の破 〒鴬tる区画の中にLRの縄文 加E III
af,. 30 】)) 口縁部の破片。 =雲こよる区画!にLの撚糸文を 加EII
ニ×。深鉢21集(ΣI)1381゜1・ =÷二゜″゜〒゜“゛゜7711゜0"
m5品 深 鉢 21集 (】)) 口縁部の破片・ ?覧昇!過巻文とLの撚糸文が 加EII
品捲深鉢21集(ご戸101゜ 隆帯とRの撚糸文を施す。 ?加EIV

巳ニ深鉢21集(ラ)1"8501・ 票=女パご艷1゜゜゛0771"゜""
m躍晶 深 鉢 21集 (テ【)琴グ下端部分の破 tの沈線が垂下し条線が施され 加EIV

エ篇深鉢21集(礪!501゜ 2本の隆帯による楕円区画内に条?加EIV
線が施される。

巳品深鉢21h【7)=゜71゜ 2本単位の沈線による懸垂文・蛇?加E III
行懸垂文とLRの縄文を施す。

エエ深鉢21集(I1)485101・纂芋曹葦Jこ二="゛"0""

-17-



第6表 K2?35土器一覧表

図面?種 別 出土?口径
?器高 1器形の特徴・部位

位 置?底径cm

胴部の破片。

文様構成 備考

図版?器 形

沈線による3本単位の懸垂文・1?加E III
本の蛇行懸垂文とLRの縄文が施

される。

(東引胴部上端の破片■ 沈線とLRの縄文が施される。 ?加E III

口縁部の破片。 ?3条の沈線による弧線文と条線文?加EIV
が施される。

3条の沈線による弧線文と条線文?加EIV
が施される。

3条の沈線による弧線文に蛇行沈?加EIV
線が交差し条線文が施される。

沈線による区画内に条線文が施さ?加EIV
れる。

鉢ト1集 トIラ引ご"6艷23数費t゜16ゝ1″14叩101ゝ1
鉢トi集 1(色ラ)げ5゜01゜ ?冒=書嵩1豐含ご゜0日10通
鉢ト1集 1(テ))ピ1゜7"゜ 1テ=品でこご11゜1通700通

口縁部の破片。 1口縁部に沈線がめぐり櫛状工具にI加EVI
よる条線が施される。

口縁部に沈線がめぐりLRの縄文?加EVI
が施される。

LRの縄文に2本単位の懸垂文が?加EV
施される。

胴部中位の破片01LRの縄文に2本単位の懸垂文と川加EIV
本単位の蛇行懸垂文が施される。

隆帯による渦巻文と楕円区画の中?加EV
にRLの縄文が施される。

1
LRの縄文を地文とし、沈線によ?加EV
る区画内を磨消す。

胴部上端の破片01沈線による蛇行懸垂文に条線が施?加EV
される。

波状条線と平行条線がめぐり粘土1曽 利
紐の貼付が施される。

1
2本の沈線をめぐらし波状の粘土1曽 利
紐の貼付が施される。

隆帯による区画とLの撚糸文が施1曽 利
される。

門粘土紐が波状に貼付され条線が施1曽 利
される。

28」7

品。?深 (4.5)鉢 21集

28」8

晶広。?深鉢
29-1

晶,111深鉢
29-2

旨石、?深鉢
29-3

占雇I1?深鉢
29-4

冒渓,着?深鉢
29-5

高晶1?深
29-6

晶石1?深
29-7

冒正反。1?深

呂,1,l深
隣:,1・・
畠警1深
品晋深
宍?・
U】H漏
1-F可;

よ黒合?深 鉢 21集 ●東)485゜1゜
エ二A2深鉢21集(I→戸501゜

21集

(6.0)21集

口縁部の破片。
(6.3)21集

胴部の破片。-

(6.9)
ー

21集

口縁部の破片。
(6.7)21集

(コ、])鉢 21集

口縁部の破片。
(7.O)鉢 21集

胴部の破片。
(10,6)鉢 21集

(11.0)鉢 21集

口縁部の破片。一

(5.7)鉢 21集

胴部の破片。-

(6,4)

(5.5)
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第7表 K2?35土器一覧表

図面 種

図版1器

目I
円面
囲I
30-6

図版32
深

30-7

図版32
深

30-8

図版32
浅

30-9

図版32
深

30」O

図版32
深

30?1l

図版32
浅

30?12

図版32
深

30?l3

図版32
浅

30」4

図版32
深

30?15

図版32
深

30」6

図版32
深

鉢

鉢

鉢

別1出土1口径
1 ?器高 ?器形の特徴・部位

形)位置1底径cmi

波状に貼付した粘土紐が垂下し条1曽 利
線が施される。

1?1」 (【【) 口縁部の破片。 入呈::±;H2T状に貼付した 曽 利
,ッ,7↓l)ゲ縁部闇端の破片。吉2債=雲τとボタン状の貼 諸磯C
鉢}遺構外1(( li s6 :46 ))1k 7テ!:!℃箪I(ビ亡墨;?ま讐竃ぶ3″“""

を呈する0 1施される。

ほぼ完形品でキャ1頚部に3～4本の沈線がめぐり胴l曽 利
リパー型を呈し胴]部には条線が施される。
部上端に突起があ

る。

＾#89'+l (r3c0'0os)IW艷T]"蒼1?是そ豐′!゜″″1ビ7"(-6:2)1片で「く」の字状1の角押文が施される。
に内彎する。-

口縁部の破片。

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

鉢

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

(8.1)

-

(4.8)

(5.2)

(4.0)

-

(6.8)

-

(4.9)

-

(6.5)

(4.2)

15.2

16.0

6.8

隆帯と沈線による区画にペン先状

工具の押し引きによる角押文が施
される。

口縁部の破片。 ]粘土紐の貼付による波状文・渦巻
文に沿ってペン先状工具の押引き

による角押文が施される。

口縁から胴部の破?口縁部の上に棒状工具の押圧が施
片で「く」の字状1され、その下に押引きによる角押
に内彎し口縁部は1文がめぐる。
外反する。

口縁部の破片。 ?隆帯の重三角区画文に沿ってペン
先状・棒状工具の押引きによる角
押文が施される。

口縁部の破片。 l隆帯による口縁部に棒状工具によ
る押圧と押引きによる角押文が施

される。

口縁部の破片。 1隆帯による楕円区画文にペン先状
工具の押引きによる角押文が施さ

れる。

口縁部の破片0 1粘土紐の貼付による把手に沿って
2条の棒状工具の押引きによる角
押文が施される。

口縁部の破片。 }隆帯の重三角区画文に沿ってペン
先状工具の押引きによる角押文が
施される。

文様構成

勝坂Ⅰ

勝坂Ⅰ

勝坂I

勝坂Ⅰ

勝坂I

勝坂Ⅰ

勝坂Ⅰ

勝坂I

備考
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第8表 K2?35土器一覧表

種而図 出土1口径
器高 ?器形の特徴・部位

形1位置1底径cm

り門j??11
口縁部の破片。

リ月]

図版1器

閏・
30?18

図版32
(4.3〉鉢浅 遺構外

30」9

図版32
構外遺1鉢深

-

(2.7)
-

口縁部の破片。

30?20

図版32
鉢深 遺構外
-

(6.5)
一

口縁部の破片。

鉢1遺構外」(Σ3)l)%JO#n゜
胴部の破片。

深
一
深

柵
倣
『
倣

=
圃
扇
圃

30?23

図版32

-

(4.1)
一

外遺構・鉢深

30?24

図版32
鉢深 遺構外 (3.8)

一

口縁部の破片。

30?25

図版32
鉢深 外遣構:
-

(3.8)
-

胴部の破片。

鐘I・
漬13「・
為I3ト
蒋・「
巴ヵ131浅
品,l3l深

÷門■蔭1

叫竺Ⅲ平77

竺土2竺た士③≦め』優縁部の破片。
竺十搭〒クエ(桿遼J県縁部の破片。

口縁部の破片。
31-6

図版33

-

(5、5)
-

遣構外鉢深

31-7

図版33
鉢深 外遺構: (4.5)
-

日縁部の破片。

考備成構様文

1
竹管の押引きによる角押文・波状1勝坂II
文が施される。

隆帯による区画内に棒状工具の押1勝坂Ⅰ
圧とペン先状工具の押引きによる

角押文が施される。

隆帯による重三角区画文に沿って
棒状工具の押引きによる角押文が

施される。

隆帯による区画内にペン先状工具
の押引きによる角押文と波状文が
施される。

〜

波状の沈線にペン先状工具の押引1阿玉台
きによる角押文を施す。

1
棒状工具の押引きによる角押文が]勝坂I
施される。

隆帯による区画内にヘラ状工具の1勝坂Ⅰ
押引きによる角押文と条線が施さ
れる。

粘土紐による把手を貼付し隆帯に
よる区画内にペン先状工具の押引
きによる角押文が施される。

ペン先状工具の押引きによる角押
文と波状文にLRの縄文が施され
る。

〜

隆帯に沿ってペン先状工具の押引1勝坂I
きによる角押文が施される。

1
竹管の押引きによる角押文が施さ1勝坂II
れる。

1
隆帯による区画内に角押文が施さ1勝坂II
れる。

l

棒状工具の押引きによる角押文が]勝坂I
施される。

1
棒状工具による押圧と押引きによ1勝坂I
る角押文が施される。

1
隆帯よる区画内に竹管の押引きに?阿玉台
よる角押文が施される。

隆帯による区画内に半截竹管の押1勝坂エ
引きによる角押文と棒状工具の刺
突が施される。

隆帯による楕円区画内にペン先状
工具の押引きによる角押文が2条
施される。

Ⅰ勝坂

Ⅰ勝坂

Ⅰ勝坂

I勝坂

台玉?阿一
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第9表 K2?35土器一覧表

出土?口径
器高 1器形の特徴・部位

置l底径cm

胴部の破片。
-

遺構外1(12.7)

l知

鉢深

種面図

位形器版図

31-8

図版33

 酉
円5
品ト
g戸

胴部の破片。
3ト13

図版33
遺構外I(5.1)鉢深

陽I
岡?
E巨
岡巨
曜F

把手部分の破片。
3ト19

図版33

-

遺構外](6.4)鉢深

品1・
詰戸
答F
蹴沿
馨訝
品レ
督巨

考備成構様プ

隆帯による区画内に竹管とペン先

状工具の押引きによる角押文が施
される。

1
隆帯による区画内に角押文と波状1勝坂II
沈線が施される。

1
竹管による沈線に刺突文と条線が1勝坂II
施される。

1
竹管による沈線の区画内に条線と1勝坂II
波状沈線が施される。

1
隆帯による楕円区画内に竹管の押j勝坂II
引きによる角押文が施される。

隆帯による区画内に竹管の押引き1勝坂II
による角押文と波状沈線が施され
る。

1
隆帯に沿って棒状・ヘラ状工具の1勝坂II
押引きによる角押文が施される。

l
隆帯に沿って棒状・ペン先状工具1勝坂II
の押引きによる角押文が施される。1

1
隆帯による区画内に竹管による沈I勝坂II
線と刺突がおこなわれる。

1
隆帯による区画内に角押文が施さ1勝坂II
れる。

1
ヘラ状工具の押引きを楕円におこ1勝坂II
ない周囲を波状沈線がめぐる。

隆帯により渦巻文を施し、ヘラ状1勝坂ⅠIⅠ
工具による刺突文・ペン先状工具

の押引きによる角押文がめぐる。

1 門
1
口縁部下に沈線とRLの縄文が施I勝坂III
される。

1
隆帯による区画内にLの撚糸文がl勝坂III
施される。

1
棒状工具の押引きによる角押文と1勝坂III
波状文が施される。

1
隆帯と沈線を施す。 勝坂III

1
竹管による沈線と刺突が施される01勝坂III

1
棒状工具の押圧と押引きによる角l勝坂III
押文が施される。

II勝坂

-21-



第10表 K2?35土器一覧表

図面1種別1出土1口径
1 1 1器高 1器形の特徴・部位

図版1器形1位置?底径cm

E竺乳 え 鉢 遺構ッ,(I6) 口縁部の破片。 竹管による沈線に刺突が施される。勝坂III
よ≧A4 」1.,,(色〕)把手部分の破片。 雲竺青具による刻目と条線か施さ 勝坂III
m≧ミ4 」1ッ,】〕)把手部分の破片。 賢昌嵩二濫業雲讐?ラ状工具に 勝坂III

a融鼠?深 鉢1遺構外レA?)1 1二択在竺青サの押引きによる角押
32-3

口縁部の破片0 1棒状工具の押引きによる角押文と1勝坂III

文が施される。

1?44 小 壷 遺構外(εラ)1″′。1゜ 半截竹管による刺突文とヘラ状工1勝坂Ⅰ
具による押引きが施される。

[x32R]f'.53 4 深 鉢 遺構外 (【2)把手部分の破片・?竹管による刺突を施す・ 勝坂II
[A32WN634 深 鉢 遺構外(【G゜1?゜ 竹管による平行・波状沈線とLの1勝坂III

撚糸文が施される。

胴部の破片0 1隆帯の区画に沿って沈線がめぐり1勝坂ⅠⅠ
竹管による刺突と波状沈線が施さ

れる。

[濫こ4 深 鉢 遺構外(工!)118ゝ゜0"゜ 沈線による渦巻文を施す。 1勝坂II

よ≧×4 深 鉢 遺構外(】〕)1゜85゜7"゜ 隆帯の上に刺突が行われRLの縄1勝坂II
文が施される。

よ≧犯 深 鉢 遺構外(工6)111501゜ 沈線による楕円区画内に条線を施1勝坂II
す。

古躍入 深 鉢 遺構外 2戸501- 竹管による押引きと沈線が施され1勝坂II
る。

よ躍名 深 鉢 遺構外(I7』501 竹管による沈線と棒状工具の刺突1勝坂ⅠI
文が施される。

瞥≧N 深 鉢 遣構外(ヱ孕) 1“8501 朶士:賢テ鼠嵩二=李営20゛
lッ,J宣〕、二て禁敲て平 口縁部下に有節線文が施される。 阿玉台
瞥5名 」1」ッ,(I)、己ぜ葦でで平 只#截竹管による刺突文 阿玉台
よW八 深 鉢 遺構外(】))1"8“゜ゞ"゜ 星=雲讐遥゛21016
ど乙 深 鉢 遣構外(】【)1"8501゜ 〒:諭に二呈?kゴヲ竺薊℃二げ℃冒l
讃躍八 深 鉢 遺構外 (Σ1)?占58501゜部の破片0 1棒状工具による刺突文が施される」阿玉台

文様構成 考備

(344)

32-7

d虐。41深 鉢(遺構外 (5.7)
-
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第11表 K2?35土器一覧表

土1口径

?器高 1器形の特徴・部位
置1底径cmi

口縁部の破片。

遺構外l(5.5)

出別種面図

位形器版図

鉢深
19

版34

訟
m
l

32?20

図版34
鉢深 遺構外1(5.3)

口縁部の破片。

E?
慈K
呂5
1I
詰J
=訃
みIπ
みl5【
チ耶
研1
ム1.「
=I
圓計
口I
責(
品F・
社電

考備成構様文

隆帯による区画内に半截竹管によ

る押引きと円形竹管による刺突文
が施される。

隆帯による区画に棒状工具による

押圧と押引きによる角押文が施さ

れる。

I
隆帯による楕円区画の中に竹管に1勝坂II
よる刺突文と波状沈線が施される01

1
棒状工具による刺突文が施される」阿玉台

1
隆帯と沈線による区画が行われ棒1阿玉台
状工具による刺突文が施される。

1
隆帯に沿って波状沈線が3本施さ1阿玉台
れる。

I
隆帯に沿って棒状工具の押引きに1阿玉台
よる角押文が施される。

=
波状沈線を施す。 門」

1
隆帯による渦巻文とRLの縄文が?加EII
施される。

I
口縁部下端より3本の沈線が垂下1加 E
する。

1
隆帯の貼付が施される。 加EII

l
隆帯による渦巻文とRLの縄文が?加EII
施される。

1
隆帯による区画内にRLの縄文カ川加EII
施される。

I
隆帯に沿って沈線がめぐりLの撚(加EII
糸文が施される。

1
隆帯による区画内にRLの縄文がj加EIII
施される。

1
Lの撚糸文に2条の沈線が施され?加EIV
る。

1
Lの撚糸文に平行・波状沈線が施l加 E
される。

1
2条の波状沈線と条線が施される。1加 E

1
隆帯とRLの縄文が施される。 1加EV

台玉一阿[

台玉一阿]

-?23-



第12表 K2?35土器・石器一覧表

図面1種別1出土?口径
器高 1器形の特徴・部位

図版1器形?位置?底径cm

巴Ⅳ→竺四シ“"゜ 1畦
沈線による区画内に綾杉文が施さ1曽 利
れる。

ょ躍ふ 」1,】ラ、口縁部の破片。 昔τよる重弧文と綾杉文か施さ1WfUl
=y+?覆7“"゜[ 粘土紐の貼付が波状に施される01曽 利

?よ躍魚1深 鉢l遺構外ト)》) 口縁部の破片。 1櫛状工具による条線が施される。?加EVI

鉢1遺構外?(4.8)
口縁部の破片0 1沈線が垂下する。

1

加EVI

mビニl深 鉢?遺構外1(暉)l K'F"v>ti)#゜ ? 緯2本潜り1本超え、経1本超え

2本潜りの網代である。

23319 ゎ構J)把手部分の破片。 沈線と刺突か施される。 称名寺
?よレ茹?深 鉢?遺構外1 (色ラ)lm=s゜1゜ 1÷

沈線とRLの縄文が施される0 1称名寺

:ヒ点レイ I4ウ中p引口縁部の破片。 ■条の沈線か施される。
よソ虱 深 鉢 遺構外()))415゜1゜ Y 棒状工具による沈線が施される01堀ノ内

口縁部下に隆帯をめぐらし押圧をl堀ノ内
おこない沈線による区画内にLR

の縄文が施される。

沈線による区画内にLRの縄文が1堀ノ内
施される。

上面に棒状の圧痕がある。

文様構成 備考

堀ノ内

洲よ鼠?深 鉢?遺構外i(3.7)
33?23

口縁部の破片。

よビ摺1深 鉢l遺構外ト】)ビ15゜1゜
よW籠?器 台?遺構外パ1ゞ:::l =gg゜1゜

こ旨臥1壷 形?遺構外ト】ラ)げ“゜71゜ E=デJ{六数左ご14゜78
ょ旨ふ巨81 4Wa'4 1 0729 1-"扶入され12.9 1両側面に扶入され1磨耗して不明。

図面1 1出土1 1長さ

種 別1 1石質?幅 1重量1 備 考
図版1 1位置1 ?厚さcm1 q

13.6 1 1片面調整で、階段状剥離によって袂りを施
21集 1片 岩1 10.0 1 2901し押圧剥離によって刃部を形成する。刃部

1.8 1 ?は円刃で両平刃である。

片面調整で裏面には横方向から剥離した際

300?゜ヂ71シ匁ニ゜圭土雫7,,5摩滅が竺吃二
れた。両側縁部は丁寧な敲きによって調整

され、刃部は円刃で弱凸強凸刃である。

34-1

a?A6?打製石斧

14,25

21集?砂岩1 9.85
2.65

34-2

占融晶?打製石斧

一24-



第13表 K 2 -35石器一覧表

考備量重

9cm

さ
 
さ

長
幅
厚

質石
土
 
置

出
位

リ井種

面図

版図

?071

5別

091

0&

両面調整で基部と刃部は深い袂りによって

分けられている。刃部は円刃を呈すると考

えられる。

片面調整で裏面には左右横方向からの剥離

面を残す。側縁部調整は階段状剥離の後に

敲きによって調整され、わずかに潰れが認

められる。刃部はやや円刃の両凸刃で刃潰

れが認められる。

両面調整で丁寧な剥離によって仕上げてい

る。側縁部は階段状剥離によって調整され、

潰れ痕が認められる。刃部は直刃で弱凸強

凸刃である。

片面調整で裏面には横方向からの大きな主

剥離面を残し、側縁部は階段状剥離によっ

て調整される。刃部は直刃で両平刃である。1

両面調整で裏面には右横方向からの主剥離

面を残し、側縁部は階段状剥離によって調

整され潰れ痕が認められる。刃部は円刃で

両平刃である。

片面調整で裏面には横方向からの大きな剥

離面を残し、側縁部は階段状剥離によって

調整される。刃部は直刃の弱凸強凸刃で斜

方位の研磨を施す。

両面調整で裏面には右横方向からの大きな

剥離面を残し、側縁部は階段状剥離によっ

て調整され摩滅痕が認められる。刃部は直

刃の両平刃で使用による刃こぼれがある。

片面調整で左右横方向からの連続した小剥

離面を残し、側縁部は階段状剥離によって

調整される。刃部は偏刃で両平刃である。

片面調整で裏面は不定方向からの小剥離面

65?を残し、側縁部は階段状剥離によって調整
される。刃部は直刃で弱凸強平刃である。

両面調整で裏面は不定方向からの小剥離面

を残し、側縁部は階段状剥離によって調整

される。刃部は「Ⅴ」字形の両平刃で著し

く摩粍している。

片面調整で裏面には横方向からの主剥離面

を残し、側縁部は階段状剥離によって調整

され、潰れ痕が認められる。刃部は円刃の

弱凸強平刃で刃こぼれと摩滅痕が認められ

る。
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武岩玄.

岩砂

岩武玄!

岩砂

岩砂

岩砂

武岩玄.

岩砂

岩武:亙?.

岩凝灰:

岩砂

集ト2

集12

集112

集12

集12

集P2

集12

集12

集12

集Y2

集12

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

34-3

図版36

34-4

図版36

34-5

図版36

34-6

図版36

34-7

図版36

34-8

図版36

34-9

図版36

35-1

図版36

35-2

図版37

35-3

図版37

35-4

図版37
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第14表 K 2 -35石器一覧表

図面

図版

35-5

図版37

35-6

図版37

35-7

図版37

35-8

図版37

35-9

図版37

35」0

図版37

35」1

図版37

36-1

図版37

36-2

図版37

種 別

打製石斧

打製石斧

打製石斧

粗製石匙

打製石斧

石 槍

打製石斧

スクレー

パ ー

スクレー

八 一

出 上

位置

21集

21集

石質

玄武岩

砂岩

長さ

厚さcm

12.2

5.9 190

2.2

15.8

4.6

2.6

225

21集 玄武岩

11、0

5.1

2.O

120

21集 砂 1u

石

(
υ
Q
り
9

9
υ
4
1

Ⅰ

100

21集 砂岩

13.85

5.9

2、3

215

21集 砂岩

12.3

3,85

2.4

100

10.2

4.1

1.4

コ、ユ

21集1砂岩1 7.05
1,9

21集
緑泥片

7.5

6.85

1.3

21集 砂岩 65

138

97.5

備 考

片面調整で裏面には不定方向からの剥離が

行われる。側縁部は階段状剥離によって調

整される。刃部は直刃で両凸刃である。

両面調整で側縁部は階段状剥離によって調

整され、潰れが認められる。刃部は円刃の

両平刃であり、研磨痕が認められる。

両面調整で裏面には横方向からの主剥離面

を残し、側縁部は階段状剥離によって調整

される。刃部は直刃の両凸刃で表面には研

磨痕が認められる。

右側縁部は表裏面から交互の連続する刃部

調整を行い、左側縁部に階段状剥離が施さ

れている。扶り部にはわずかだが摩滅痕が

認められる。

両面調整で裏面に左右横方向からの剥離が

行われる。側縁部は階段状剥離によって調

整される。刃部は直刃で両凸刃である。

両面調整で表面は中央部から基端に大きな

剥離を施し、裏面は不定方向の剥離を施す。1
両側縁部には階段状剥離が施される。刃部

は両凸刃である。

両面調整で大きな剥離が表裏面に残り、両

側縁部には階段状剥離が施される。刃部は

両凸刃である。

剥片を素材として、周縁に表裏面からの

刃部調整を施して円盤状に整形している。1

36-3

図版38

36-4

図版38

36-5

図版38

36-6

図版38

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

叩き石

21集

21集

21集

21集

凝灰岩

(9,9)

(5.25)

(2.65)

(8.35)

(5.35)

(3.3)

(16.95)

砂岩?(8.0)
?(5.0)

Y星

凝灰岩

153.5

205

900

235

全体に丁寧な研磨が施され、刃部は円刃で

弱凸強凸平刃を呈する。さらに基部欠損部

分からの刃部調整を行い、打製石斧に転用

している。

全体に丁寧な研磨が施され、刃部は円刃で

片平刃を呈する。

全体に丁寧な研磨が施され、端部が円刃で

弱凸強凸平刃を呈する。磨石の可能性もあ

る。

両側縁部と下端部に敲打痕が認められる。
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第15表 K 2 -35石器一覧表

図面

図版

36-7

図版38

36-8

図版38

37-1

図版38

37-2

図版38

37-3

図版38

37-4

図版38

37-5

図版38

38-1

図版39

38-2

図版39

38-3

図版39

38-4

図版39

38-5

図版39

38-6

図版39

38-7

図版39

種 別

叩き石

磨 石

磨 石

凹 石

凹 石

磨 石

磨 石

磨 石

石 賑

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

出土

?石質
位置

21集l砂岩

21集 1花崗岩

21集1砂岩

21集 1花崗岩

21集
緑泥片

岩

21集]砂岩

21集 1花崗岩

21集 {花崗岩

遺構外1黒曜石

遺構外1玄武岩

遺構外1砂 岩

遺構外1砂 岩

遺構外1砂 岩

遺構外1凝灰岩

長さ

幅

厚さcm

9.1

4.4

3.2

(11,2)

(6.5)

(3.0)

(8.1)

(3.45)

(3.3)

11.8

6,8

3.9

(16.5)

(10.6)

(4.15)

(8,6)

(6,65)

(2.6)

(9.4)

(3.4)

(3.3)

13.2

16.4

5,3

(3,1)

(1.7)

0.42

10.5

7.4

2.1

17.5

9.2

2.5

12.0

4.55

2.3

2
2
Q
O

1
2
5
2

14,0

3.8

2、O

重量

9

170

325

275

515

850

165

340

1,870

1.7

160

435

150

230

160

備 考

拳大の礫に不定方向からの剥離を施してい
る。礫皮面を除去する段階の朱製品かある
いは石錘の可能性もある。

表裏面に磨面を持ち、研磨の方向は一定し
ておらず、先端部には剥離痕と敲打痕が認
められる。

平坦部に磨向を持ち、研磨の方向は長軸方
向に一定している。

表裏面の長軸方向に並列する2個の小孔が
穿たれている。

大型剥片の片面に4個の小孔が不規則に穿
たれている。

全面に磨面を持つ。スタンプ形石器に類似
している。

スタンプ型石器に類似している。全面に磨
面を持ち、頭端部には敲打痕が認められる01

平坦部に磨面を持ち、研磨の方向は斜方向
に一定している。

表裏面に丁寧な細部調整が施されており、
両側縁部は先端部から脚端部まで連続する
微調整によってやや鋸歯状に仕上げる。

両面調整で裏面は左横方向からの主剥離面
を残し、側縁部は階段状剥離によって調整
される。刃部は円刃で両凸刃である

両面調整で表面基部に両側からの剥離が及
び裏面は左右横方向からの主剥離面が残る。l
側縁部は階段状剥離によって調整される。
刃部は円刃で両凸刃である。

片面調整で裏面に左右交互の剥離面を残す。1
左側縁部は階段状剥離の後敲打調整を施す。1
刃部は偏刃で両平刃で研磨痕が認められる01
両面調整で表裏とも不定方向の剥離面を残
す。両側縁部は階段状剥離が施され、潰れ
があり、刃部は円刃の両凸刃で使用による
刃潰れが認められる。

片面調整で裏面には縦方向の主剥離面を残
す。刃部は片平刃で研磨と微調整が施され、1
使用による刃潰れが認められる。
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(3)小結

今回の調査において、住居跡3軒、土坑9基、集石土坑2基とピット61個が検出され、恋ケ

窪遺跡の北東域の遺構の分布状況が明らかとなった。

検出されている3軒の住居跡は、覆土中より勝坂式期や阿玉台の土器片が出土していること

から縄文時代中期中葉の遺構と考えられる。しかし、いずれの住居跡も炉跡を持たず柱穴とな

るピットもないことから堅穴状遺構として解釈したほうが妥当かもしれない。また住居跡に近

接して20号集石土坑がある。集石内から阿玉台の土器が出土しており、住居跡と同じ時期の遺

構と考えられる。これらの遺構周辺には、出土遺物がないため時期不詳の土坑・ピット等があ

る。
(註1)

恋ケ窪遺跡におけるこれまでの調査成果として、北方部分を調香一した折の状況は集石・土坑・

ピット等が分布していることが明らかになっている。したがって今回検出された遺構は集落の

外郭を形成する一群と考えられる。

次に調査地南側で検出された21号集石土坑について述べる。この遺構は前述したように後世

に掘り出された土器・石器・礫・瓦片などを集積したものと考えられ、コンテナ50箱ほど゛の量

が採集された。縄文土器では勝坂式期から加曽利E式期までのものであり、打製石斧も380点ほ

どある。これらは研究所構内で出土したものと考えられ、本調査地以外に恋ケ窪遺跡の集落を

形成する遺構が多数存在することを物語る資料である。

(註1)

恋ケ窪遺跡第13次調査で集落の北方に位置し、集石1基に土坑やピットが多数検出され、集落居住域の外

郭地域と考えられている。
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2.K2?39次調査

研究棟建設予定地2 , 653 . 05m'の本調査を実施した結果、住居跡7軒、土坑17基、礫集中部分

1面、ピット154個が検出された。

(1)検出遺構

78号住居跡(図面11 図版11)

〈位置〉調査地の南西隅に位置し、北側に79号住居跡がある。〈形状〉調査地が旧建物の基礎

により攪乱されているため住居跡の東壁部分は推定による計測である。長径5,6m1短径4.8m

の楕円形を呈し、遺構確認面からの掘り込みは12cmで、ローム面を床面として使用しており、

床面は軟弱である。壁の状況はゆるやかに立ち上り、周溝は廻っていない。〈覆土〉暗茶褐色土

のローム粒子やスコリア粒子が含まれる上層で、床面近くはロームブロックや茶褐色土が堆積

している。〈炉〉なしく埋饗〉なし〈柱穴〉住居跡の中に8個と壁に1個検出された。規模は径

0.3～0.6mで床面からの深さは20～40cmを測る。〈出土遺物〉住居跡の覆土中より(図面39-1

～5)の土器口縁部・胴部破片と(図面44-1)の砥石が出土している。く時期〉出土遺物が少

ないので時期の決定は困難であるが、中期勝坂式期の住居跡と考えられる。

79号住居跡(図面12 図版11)

〈位置〉調査地の南西隅に位置し、南に78号住居跡、北に80・84号住居跡がある。〈形状〉旧

建物の基礎による攪乱のため住居跡の立ち上がりは検出されず推定による計測である。長径4.6

m1短径4.5mの円形を呈し、住居跡覆土の厚さは約15cm前後である。ローム面を床面として使

用しておりやや硬質な部分が認められた。〈覆土〉暗茶褐色土が堆積しており炉跡周辺部分には

炭化物が散っている。〈炉〉中央部分に地床炉が検出される。規模は長径0.7m,短径0.6mの楕

円形を呈し、床面からの掘り込みは30cmを計る。充填土は赤茶褐色の焼上層で、底面は被熱し

硬化している。〈埋應〉なし〈柱穴〉住居跡内において主柱穴4個と他7個の計11個が検出され

た。主柱穴の規模は径0.4～0.6mで床面からの掘り込みは80cm前後である。〈出土遺物〉なし〈時

期〉住居跡内より遺物が検出されていないため不詳である。

80号住居跡(図面12 図版12)

〈位置〉調査地西側中央よりやや南に位置し、隣接して84号住居跡、北側に66・67号土坑が

ある。く形状〉住居跡の南側壁は旧建物の基礎により攪乱を受けており検出されなかった。した

がって住居跡の規模については推定による値である。長径4.36m1短径3.84mの円形を呈し、

遺構確認面からの掘り込みは16cmで、ローム面を床として使用しほぼ平坦である。壁の状況は

ゆるやかに立ち上がり、周溝は廻っていない。〈覆土〉暗茶褐色土で床面近くはロームブロック
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を多く含む茶褐色土が堆積しており、炉跡近くは焼土粒子や炭化物が含まれている。〈炉〉住居

跡中央に2箇所の焼土堆積部分があり地床炉である。規模は北側のものは径0.3m,深さ9 . 6cm

とちいさく、中央のものは長径0.S6m,短径0.46m1深さ9.lcmである。堆積上層は茶褐色土

で、床面は被熱されローム粒子が硬化している。中央の大型の炉跡内より(図面39?9)の勝坂

式期IIの口縁部破片が出土している。〈埋渠〉なしく柱穴〉住居跡内において主柱穴6個と他14

個の計20個が検出された。主柱穴の規模は径0.4～0.65m1深さ60～85cmである。他の柱穴は壁

に沿って配置されており径0.15～0.35m1深さ20～35cmを計る。く出土遺物〉(図面39?6～17)

の勝坂式期II・III1阿玉台の土器片と(図面4ト2・3)の打製石斧などが出土している。〈時

期〉炉跡内より出土している土器が勝坂式期IIであることにより該期の住居跡である。また炉

跡が2個あることや主柱穴が各々2組あることにより1回の建て替えが行われたと考えられる。

81号住居跡(図面13 図版13)

〈位置〉調査地南側中央に位置し、東に82号住居跡、北に83号住居跡と61号土坑がある。〈形

状〉住居跡の大半が攪乱を受けており規模は推定による値である。長径5.7m1短径4,9mの楕

円形を呈し、遺構確認面からの掘り込みは28cmで、ローム面を床として使用し、中央部に向か

いゆるく傾斜していると考えられる。壁はゆるやかに立ち上がり、周溝は廻っていない。〈覆土〉

暗茶褐色土のスコリア粒子が含まれた土層で、壁近くは茶褐色土やロームブロックがまじる。

く炉〉住居跡の中央に2個検出される。炉跡が検出された部分は床面が攪乱により削平されて

いるため、炉跡も大部分が削平されている。北側の炉跡は長径0.4m,短径0.28m1深さ36cmで

炉体土器は(図面39?19・20)の勝坂式期IIの胴部と底部の破片が検出される。南側は径0.5m

の円形を呈し深さ20cmの地床炉と考えられる。炉跡内の堆積土は焼土粒子が多く含まれる暗茶

褐色土層で、底面は両方ともにかなり被熱され硬化している。〈埋妾〉なし。〈柱穴〉住居跡内

に23個の柱穴があり、このうち主柱穴は炉跡を中心に内側4本柱で、その外側に7本柱が廻る。

規模は径0.26～0.68m1深さ48～76cmの円形か楕円形を呈する。その他の柱穴としては南側に

径0,4～0.6m1深さ15～70cmの規模のものが5個集中して検出されている。おそらく人口部に

関係するものと考えられる。〈出土遺物〉炉跡内に埋喪が2個体と、南側の覆土中に集中して出

土している。土器は(図面39?18～20、40?1～13)で勝坂式期IIが主体であるが、他に(図面

43?16・18・19)の土製円板、器台なども出土している。石器は(図面4ト4～12)で打製石斧

が多いが石鍬やピエス・エスキーユ、叩き石、磨石なども出土している。〈時期〉炉跡内より出

土している土器が勝坂式期IIであることより該期の住居跡である。また本住居跡は炉跡が2個

あることや、主柱穴が各々2組あることにより建て替えが行われたと考えられる。

82号住居跡(図面14 図版14)

一30-



く位置〉調査地南側中央のやや東に位置し、近接して75号土坑がある。〈形状〉他の住居跡に

比べ攪乱を受けていないため遺存状態はよい。長径4.8m1短径4.2mのほぼ円形を呈し、確認

面からの掘り込みは40cmと深い。床面はローム面で、中央がやや低くなっており、その部分が

固く踏み固められて堅緻である。壁の状況は垂直よりやや開きぎみに立ち上がり、周溝は廻っ

ていない。〈覆土〉住居跡の上層部分は黒色味が強い茶褐色土で、床面に近くなるにつれてロー

ムブロックを含む茶褐色土が堆積している。〈炉〉住居跡の中央にあり、土器の口縁部・胴部を

用いた埋饗炉で(図面40」4)の勝坂式期IIの深鉢が検出されている。規模は径0.46mで円形を

呈し、床面からの掘り込みは20cmである。堆積土層は茶褐色土で埋喪内には焼土がほとんどな

く、掘り込みの底面や周囲に僅かに焼成を受けた痕跡が認められた。〈埋喪〉なし。〈柱穴〉住

居跡内には10個の柱穴がありこのうち5個が主柱穴で、規模は径0.35～0.45m,床面からの深

さは53～58cmを計る。南側部分に深さ20cm前後の柱穴が4個ありこれは住居跡の入口部に関係

するものと考えられる。〈出土遺物〉炉跡内の埋莞が1個体と、炉跡周辺の覆土中より多く出土

している。土器は(図面40」4～16、4ト1～8)の勝坂式期II・IIIで、石器は(図面46?1～3)

の打製石斧が出土している。く時期〉炉跡内より出土している土器が勝坂式期IIであることより

該期の住居跡であると考えられる。

83号住居跡(図面15 図版15)

〈位置〉調査地南側の中央よりやや北にあり、西に61号土坑、南に81・82号住居跡と75号土

坑がある。〈形状〉住居跡の1/3が既存建物の基礎により攪乱を受けている。長径4,74m1短

径4.Omの楕円形を呈し、遺構確認面からの掘り込みは20cmで、ローム面を床として使用してお

り平坦である。壁はゆるやかに立ち上がり、周溝は廻っていない。〈覆土〉暗茶褐色土が主体に

堆積しており炉跡周辺には焼土粒子や炭化物が散り、壁近くはロームブロックがまじっている。

〈炉〉住居跡の中央に石囲いの埋秦炉がある。炉石は南東縁に長さ0.6mほどの物が1個埋設さ

れているだけである。炉体土器は(図面41-9)の勝坂式期IIIの胴部破片が1個体出土してい

る。掘り込みの規模は径0.7mで床面からの深さは23cmを計る。堆積土は暗赤褐色土で焼土粒子

や焼土ブロックを多く含み、掘り込みの底面は被熱により硬化している。〈埋喪〉なし。く柱穴〉

住居跡内に20個の柱穴があり、主柱穴は炉跡を中心に2組の5本柱である。規模は径0.24～0.5

mの円形や楕円形の形状で、床面からの掘り込みは60～70cmである。その他、壁に沿って径0.2

m前後で深さ5～25cmの小穴がある。〈出土遺物〉炉跡内に埋妾が1個体と、炉跡周辺の覆土中

に集中しており、土器は(図面4ト9～18)の勝坂式期II・IIIで、石器は(図面45?1～7)の

打製石斧、スクレーパー、石皿、石匙がある。〈時期〉炉跡内より出土している土器が勝坂式期

IIIであることにより、該期の住居跡と考えられる。また主柱穴が2組存在することにより1回

の建て替えが行われた可能性がある。
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84号住居跡(図面15 図版16)

〈位置〉調査地の南西隅よりやや北側に位置し、西隣に80号住居跡、南側に79号住居跡があ

る。また63号土坑と重複関係にある。〈形状〉住居跡の南側半分は既存建物の基礎により攪乱を

受けており規模は推定による値である。径4,4mの円形を呈し、確認面からの掘り込みは5cmと

非常に浅く、ローム面を床として使用しており平坦である。壁は北西部分のみ検出されており、

ゆるやかに立ち上がる。周溝は廻っていない。〈覆土〉茶褐色土でロームブロックが多くまじる

上層が堆積している。〈炉〉住居跡の中央に地床炉がある。規模は径0.54m1床面からの掘り込

みは8cmを計る。堆積土は焼土粒子を含む茶赤褐色土で、掘り込みの底面は部分的に被熱され

硬化している。〈埋尭〉なし〈柱穴〉住居跡内に6個の柱穴がありこのうち4個が主柱穴と考え

られる。規模は径0.3～0.4mで床面からの掘り込みは60～70cmである。く出土遺物〉覆土より少

量検出された。土器は(図面42?1～4)の勝坂式期Ⅰや阿玉台の破片で、石器は(図面46?4

～6)の石鍼、打製石斧など゛がある。〈時期〉炉跡内や床面上より遺物が出土していないため時

期は明確にできないが、覆土中より勝坂期の土器片が出土していることにより該期の住居跡と

考えられる。

61号土坑(図面17 図版19)

〈位置〉調査地南側に位置し、83号住居跡の西側である。〈形状〉上面長1.84m1上面幅1.02

m1底面長1.5m,底面幅0.66mの隅丸長方形を呈し、陥し穴状の土坑である。ローム面からの

掘り込みは38.5cmを測る。覆土は暗茶褐色土が充填される。〈主軸方向〉N?3T-E <出土遺物〉

なし〈時期〉中期の可能性がある。

62号土坑(図面18 図版19)

〈位置〉調査地の中央に位置し、北側に64号土坑がある。〈形状〉長径2.66m1短径2.34mで

楕円形を呈し、ローム面からの掘り込みは20cmと非常に浅い。断面は皿状をなし、覆土は暗茶

褐色斗二に茶褐色土ブロックがまじる。〈出土遺物〉勝坂・阿玉台の土器片がある。〈時期〉勝坂

式期IIに該当する。

63号土坑(図面18 図版19)

〈位置〉調査地の西側に位置し、84号住居跡と重複しており、新旧関係は不明である。〈形状〉

長径1,28m1短径1.1mの円形を呈する。ローム面からの掘り込みは30cmで断面形は逆台形であ

る。覆土は暗茶褐色土が充填される。〈出土遺物〉なし〈時期〉中期の可能性がある。
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64号土坑(図面16 図版17)

〈位置〉調査地中央に位置する。〈形状〉上面長2.72m1上面幅0.5m,底面長2.9m底面幅0.18

mの細長い溝状を呈するTピットである。ローム面からの掘り込みは80cmを測る。覆土は黒褐

色土と茶褐色土が充填される。〈主軸方向〉N?21゜-W<出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

65号土坑(図面16 図版17)

〈位置〉調査地西側の中央に位置し、すぐ南に66号土坑がある。〈形状〉上面長2.96m1上面

幅0.76m1底面長3.28m1底面幅0.16mの細長い溝状を呈するTピットである。ローム面から

の掘り込みは90cmを測る。覆土はロームブロックを含む暗茶褐色土が充填される。く主軸方向〉

N?75゜-W<出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

66号土坑(図面17 図版18)

〈位置〉調査地西側の中央に位置し、北に65号土坑、西に67号土坑がある。く形状〉上面長1.64

m1上面幅0.7m1底面長1.24m1底面幅0.4mの隅丸長方形を呈する陥し穴状の土坑である。

ローム面からの掘り込みは73cmを測る。断面形は逆台形で、覆土はスコリア粒子を含む茶黒褐

色土が充填される。〈主軸方向〉N?7'E <出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

67号土坑(図面16 図版17)

〈位置〉調査地の中央西側に位置し、東に66号土坑がある。〈形状〉上面長2.50m1上面幅1,18

m1底面長2.46m,底面幅0.26mの細長い溝状を呈するTピットである。ローム面からの掘り

込みの深さは100cmを測る。覆土は茶褐色土が主体である。く主軸方向〉N」3゜-W<出土遺物〉

なし〈時期〉不詳である。

68号土坑(図面16 図版17)

〈位置〉調査地の北東に位置し東側に69号土坑がある。〈形状〉上面長2.44m1上面幅0.65

m1底面長2.24m,底面幅0,1mの細長い溝状を呈するTピットである。ローム面からの掘り込

みは60～100cmで底面にピットが1個認められる。覆土はスコリア粒子を含む暗茶褐色土が堆積

する。〈主軸方向〉N?20゜-W<出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

69号土坑(図面17 図版18)

〈位置〉調査地の北東に位置し西に68号土坑がある。〈形状〉上面長2.54m1上面幅0.9m,

底面長2.34m1底面幅O.22mの細長い溝状を呈するTピットである。覆土は暗茶褐色土が堆積

する。く主軸方向〉N?7゜-W<出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。
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70号土坑(図面17 図版18)

〈位置〉調査地の北東隅で西側に71号土坑がある。〈形状〉長径1.4m1短径0.94mの楕円形

を呈する。ローム面からの掘り込みは96cmで断面形は逆台形である。覆土はローム粒子を含む

暗茶褐色土が主体に堆積する。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

7l号土坑(図面18 図版19)

〈位置〉調査地の北東隅で東に70号土坑がある。く形状〉長径1.34m1短径1.03mの楕円形を

呈する。ローム面からの掘り込みは39cmで断面形は半円形である。覆土は暗茶褐色土が堆積す

る。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

72号土坑(図面18 図版19・20)

〈位置〉調査地北側中央で73号土坑が西にある。〈形状〉長径1.78m1短径1.20mの楕円形で

ローム面からの掘り込みは38cmである。断面形は皿状で覆土はスコリア粒子を含む暗茶褐色土

が堆積する。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳であり。

73号土坑(図面18 図版20)

〈位置〉調査地の北側中央で東に72号土坑がある。〈形状〉長径1.04m1短径0.80mの楕円形

を呈する。ローム面からの掘り込みは27cmで断面形は逆台形である。覆土は暗茶褐色土が堆積

する。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

74号土坑(図面19 図版20)

く位置〉調査地の北東隅で北側に76号土坑がある。〈形状〉長径1.gm1短径0.94mのほぼ円

形を呈する。ローム面からの掘り込みは52cmで断面形は逆台形である。覆土は暗茶褐色土でロ

ームブロック等が含まれる。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

75号土坑(図面19 図版20)

〈位置〉調査地の南側中央に位置し、83号住居跡に隣接する。〈形状〉長径1.6m1短径1.2m

の楕円形を呈する。ローム面からの掘り込みは39cmで断面形は播鉢状である。覆土は暗茶褐色

上が充填される。く出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

76号土坑(図面19 図版20)

〈位置〉調査地北東隅に位置し、南側に74号土坑がある。く形状〉長径1.28m1短径0.98mで
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楕円形を呈する。ローム面からの掘り込みは39cmで逆台形である。底面に径0,2mと0.26mのピ

ットが認められる。覆土は茶褐色土でスコリア粒子がまじる。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳で
ある。

77号土坑(図面19 図版20)

く位置〉調査地北西に位置する。く形状〉長径1.9m,短径1,5mで楕円形を呈する。ローム面

からの掘り込みは46cmで断面形は不整形である。壁の上面に径0.35mのピットが認められる。

覆土はスコリア粒子を多く含む暗茶褐色土が堆積する。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。

23号礫集中部分(図面20 図版21)

〈位置〉調査地の中央よりやや西に位置する。〈形状〉東西9m,南北7m1厚さ20cmの範囲

に礫の集中が認められる。集中下には土坑等の掘り込みは検出されなかった。集石の周辺や下

面などに被熱された痕跡も認められていない。〈礫の状態〉1200個以上の礫で構成されており、

大半が焼成を受けている。石質は砂岩系のものが主体で拳大程度の大きさである。集石中より

(図面42?14～16)の勝坂式期の土器片と(図面46-7～10、47-1)の打製石斧やスタンプ型石

器が出土している。〈時期〉勝坂式期の土器片が出土しているため、該期の所産であると考えら
れる。

ピット(図面8 図版9)

〈位置〉調査地全域に検出され総数は154個である。〈形状〉径0.3～0.7mで、深さ30～70cm

の円形や楕円形を呈し、覆土は暗茶褐色土でローム粒子・スコリア粒子が含まれる土層が充填

されている。〈時期〉ピット内より遺物が出土していないため時期不祥であるが、住居跡の時期
より中期の所産と考えられる。

遺構外遺物(図面9・10)

調査地内の包含層の遺物分布状況は、住居跡が検出されている部分とその外縁部分、土坑が

検出される北東部とに集中している。これらの内容は、土器類は勝坂式期のものが多く後期の

堀之内式期も少量含まれている。石器類は打製石斧が多く、石嫉や磨製石斧も出土している。

(2)出土遺物

遺物は縄文土器、石器、礫があり、コンテナ43箱が出土している。これらの中で住居跡、土

坑、礫集中部分より検出されたものと、遺構外の遺物包含層より出土し図示が可能なものを一

覧表にして記述した。
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第16表 K2?39土器一覧表

図版

図面

種

ヒセ
嗣セ
ヒセ
嗣セ
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岬
3
39-8

図版40
深

懸さ
;勢
39」1
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深

μ担
μ担
竺・
1心
朶・
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図版40
深
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出土?口径
)器高 1器形の特徴・部位

位置?底径cm

隆帯に沿って棒状工具による刺突1勝 坂
文と波状沈線がめぐる。

ォ ,8イ1 I) 胴部の破片。 〒貰屍悴是二痣!二Vらし棒状 勝坂III
口縁部の破片。 ]2条の平行沈線が施される。 I阿玉台

口縁部の破片。 1棒状工具による押引きが施される01阿玉台

LRの縄文が施される。

無文。

(16.8)1日縁部・胴部0 1?デ部号野部に舐些!=ダこ1勝坂III
内側は沈線による重三角区画文で、1

(21.4)
その下にLRの縄文が施される。

日縁部の破片で内1斜方向にRLrの縄文が施され円1勝坂II
盤状の貼付がおこなわれる。

口縁部の破片。 1隆帯に棒状工具による押圧と条線l勝坂III
1が施される。

口縁部の破片0 1口縁部上面の竹管による刺突・ぺl勝坂III
ン先状工具の押引きによる角押文

の区画内に円盤状の貼付が施され

る。

1
ヘラ状工具による刺突が施される01勝坂III

1
沈線による区画内に竹管による刺1勝坂III
突が施される。

1
半截竹管による沈線・刺突が施さ1勝坂III
れる。

1
荒い爪形文が施される。 阿玉台

1
微隆起の隆帯に沿って2条の沈線1阿玉台
が施される。

隆帯に沿って竹管の押引きによる1勝坂II
角押文と波状沈線がめぐりRLの

縄文が施される。

(行])l.a.ffffiCo破片1内(禁÷竺ご!亡守゛竺30地文′1多条?勝坂11
RLの縄文である。

別

鉢1 80住

一

鉢1 80住 1 (5.5〉

鉢I 80住 1(8.8)
胴部の破片。

胴部の破片。
一

鉢1 80住 1 (3.5)

文様構成 備考
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第17表 K2?39土器一覧表

面図

考備成構様文リ知種

図版
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閘面
陰5
EiI
四肝
=【
?品F
■巨
40」4

図版41
鉢深

82住

炉内

Ⅰ勝坂

?2住8:鉢浅
40」5

図版41

E葱
酉
[

?1

41

口縁部の破片。

(5.9)鉢深 2住象
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第18表 K 2 -39土器一覧表

出土?口径
?器高 1器形の特徴・部位

位 置?底径cm

鉢182住口5.1)
口縁部の破片。

鉢1 82住 l (3.9)圏ぐ(g・1 口縁部の破片。

鉢l 82住 ? (4.8)
口縁部の破片。

(3.8)
一

口縁部の破片。

(6.8)
胴部の破片。

鉢1 82住 l (7.6)1
胴部の破片。

胴部の破片。

図面

備考文様構成種 別

図版

=d・・
記訃
品,}11深
41-5

畠逼バ、ド朶
41-6

品篇11深
41-7

品反,、?深

隆帯による楕円区画内に沈線が施1勝坂II
される。

1
口縁部下に竹管による押引きが施1勝坂II
される。

1

沈線による区画内に刺突文が施さ1勝坂II
れる。

隆帯による区画内に竹管の押引き1勝坂II
による角押文と刺突文が施される01

1

沈線による渦巻文と刺突文が施さ1勝坂III
れる。

隆帯に沿って竹管の押引きによる1勝坂III
角押文と波状の沈線が施される。

押圧された隆帯による区画内に沈1勝坂III
線文が施される。地文はLRの縄

文である。

隆帯による楕円区画内に条線が施1勝坂III
され、隆帯の上を竹管による刺突?炉体土器
ちiちぐも。

1
胴部下端までRLの縄文が施され1勝 坂
る。

頚部・胴部の破片01隆帯と沈線による区画を行ない隆1勝坂III
帯上に棒状工具の押圧が施される01
地文はRLの縄文である。

ペン先状工具の押引きによる角押1勝坂II
文が施される。

l

隆帯に沿ってペン先状工具による1勝坂II
角押文が施される。

隆帯に沿って竹管の押引きによる1勝坂II
角押文が施される。

l

頚部よりLRの縄文が施される01勝 坂

押圧された隆帯による区画文の中1勝坂II
に沈線と竹管による刺突が施され

る。

隆帯の上に竹管による刺突が行わ1勝坂II
れ、沈線とLの撚糸文が施される。1

隆帯の上に棒状工具の押圧がおこ1勝坂II
なわれ、ヘラ状工具による条線と

刺突が施される。
ー

棒状工具による押圧・押引き・刺1勝坂Ⅰ
突と沈線が施される。

鉢1 82住

鉢1 82住

41-8

図版41

-

(8.O)鉢1 82住深

胴部の破片。

深鉢
83住

炉内

深鉢183住

41-9

図版41
(13,4)

(11.8)

12.0

胴部下端と底部。4ト10

図版41

(30.4)

(19、8》

(3.4)
口縁部の破片。

(4.6)

ー

胴部の破片。

胴部の破片。

41-11

図版且
鉢1 83住深

41-12

晶晶1深
4ト13

冒晶?深

g訂
記式

鉢1 83住

鉢1 83住

弔・
+3住

(4.6)

口縁部の破片。
(7.6)

胴部の破片。
41」6

図版42

-

(10.9)鉢1 83住深

嘉W1深 胴部の破片。
鉢l 83住 ? (7.7)

胴部の破片。
41」8

図版42

-

(6.5)鉢1 83住深

口縁部の破片。42-1

図版42
(3.7)
一

鉢1 84住深
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第19表 K2?39土器一覧表

図面

図版

覧き
障セ
障訃
陰セ
摂セ
摂セ
陰拍
夛訃
=(・
間さ
摂淋
却ノ3.1浅
図版42

E?44o1浅
図版42

摂い
摂さ

種

三ノ7.1深
図版42

品恒
品I・
摂巨

別

出土?口径
器高 l器形の特徴・部位

置1底径cm

」(刹口砺
旨繭蒲ゐ破片。

84住 L?≧曽{胴部の破片。
E」 口縁部の破片。

62土 1 (5.O)E」 日縁部の破片。

巨村〒艷

E4 口縁部の破片。

墜 日縁部の破片。

E」 口縁部の破片。

23礫 1 (3.6)囚 口縁部の破片。

E」 口縁部の破片。

19.4 1完形品。
鉢1遺構外1 21.4 ?キャリパー形を呈

1 1(6.6)1する。

+#?@'Al(司11

位

84住

84住

62土

62土

62土

62土

62土

62土

62土

62土

23礫

23礫

文様構成 備考

I

隆帯による区画内に竹管の押引き1勝坂Ⅰ
による角押文が施される。

I
隆帯に沿って竹管の押引きによる?阿玉台
角押文が施される。

1
隆帯にペン先状工具の押引きと沈?阿玉台
線が施される。

1
粘土紐の貼付が行われ、棒状工具1勝坂Ⅰ
の押引きによる角押文が施される。1

1
隆帯に沿って棒状工具の押引きが(阿玉台
施される。

ー

沈線と棒状工具の押引きが施され1阿玉台
る。

1
隆帯による区画を行い、隆帯の上1勝坂II
に棒状工具による押圧が施される。1

1
沈線文が施される。 ビ゛シ

l 棒状工具の押引きによる角押文が1阿玉台
施される。

1

隆帯に沿って竹管の押引による角?阿玉台
押文が施される。

1
ペン先状工具の押引きによる角押1勝坂I
文が施される。

1
日縁部の上にペン先状工具の押引1勝坂Ⅰ
きによる角押文が施される。

1
棒状工具の押引きによる角押文と]勝坂I
円形竹管による刺突文が施される01

1

竹管による沈線文と条線が施され{勝坂III
る。

隆帯と沈線による連鎖状文が施さ{勝坂Ⅰ
れる。 鎚
沈線による重弧文と粘土紐の貼付1曽 利
が波状に行われ、竹管による沈線
と条線が施される。

5本単位の櫛状工具による条線と1諸,磯
Lの撚糸文が施される。

〜

隆帯に棒状工具の押引きによる角1勝坂Ⅰ
押文が施される。

隆帯にペン先状工具の押引きによ1勝坂III
る角押文が施される。
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第20表 K2?39土器一覧表

考備

IIIE加

坂勝

内ノ堀

内ノ堀

成構様文

口縁部の破片。

1
隆帯の区画に棒状・ペン先状工具1勝坂II
の押引きによる角押文が施される01

隆帯の区画に竹管による押引き・1勝坂Ⅰ
刺突が施される。

隆帯による区画内にペン先状工具1勝坂Ⅰ
の押引きによる角押文が施される。1

1
隆帯による楕円区画内に棒状工具1勝坂III

の押引きによる角押文が施される01

隆帯による楕円区画内に竹管によ1勝坂III
る刺突・押圧・押引きが施される01

隆帯による区画を行い、竹管によ1勝坂II
る沈線文・刺突文・押引き文を施

す。
I

口縁部下に竹管による押引きと波1勝坂II
状沈線が施される。

1
口縁部下に竹管による押引きと21勝坂II
本の波状沈線が施される。

ペン先状工具の押引きによる角押1勝坂II
文が施される。

沈線による渦巻文が施され、隆帯1勝坂II
にヘラ状工具による刺突が行われ

る。

波状・平行沈線とLの撚糸文が施?加EIV
される。

沈線による2本の懸垂文とLRの

縄文が施される。

隆帯に沿って棒状工具の押引きに

よる角押文がめぐり、RLの縄文

が施される。

微隆起の隆帯に沿って棒状工具の1阿玉台
押引きによる角押文が施される。

口縁部の隆帯に沿って棒状工具の1阿玉台
押引きによる角押文が施される。

ヘラ状工具による刺突文と有節線1阿玉台
文が施される。

1
口縁部の破片で力1無文。
ギ状を呈する。

口縁部の破片0 1微隆起の隆帯に棒状工具による押

圧痕が施される。

口縁部下に微隆起の隆帯と押圧1堀ノ内
痕・平行沈線が施される。

口縁部の破片。

胴部の破片。

(],])

(5.6)

(5.O)

(5.4)

(4.2)

ーI:1

出土?口径

?器高 1器形の特徴・部位
位置?底径cm

遺構外? (5.2)}(g・1 胴部の破片。

(4.6)

I
胴部の破片。

(4,0)

1

胴部の破片。

口縁部の破片。

種 リ力j

鉢深

外構・遺・鉢

外構遺・鉢

外構遺・鉢

鉢1遺構外? (93)
-

面図

図版

42?21

図版42

?(
ぎト
l品【
1品1・
42-26

図版42
外構・遺;鉢深

-

(3.4) 1
口縁部の破片。

(5.3)
-1

口縁部の破片。

鉢1遺構外? (6.1)?遺構外1(王j)? 胴部の破片。

胴部の破片。

外構遺:鉢深

外構・遺;鉢深

外遺構・鉢深

43-1

図版42

43-2

図版42

エ、:21深
43-4

図版42

-

(7.9) 1
頚部の破片。

胴部の破片。

口縁部の破片。

鉢1遺構外? (4.0)1遺構外1(0)1 口縁部の破片。

鉢1遺構外? (5.3)?遺構外t(王【)? 口縁部の破片。

(5.7)
胴部の破片。

3

3

5
毛
?
6
 
屯

E
孕
h
頼

七
簡
1
回

外構・遺;鉢深

外構遺;鉢深

43-7

図版43
外構・遺・鉢深

吉レ:3ト朶
呂、i3?深
43」0

図版43

43」1

図版43

品品l深
詩嵩J△ト柴

外構・遺・鉢深

鉢深 外遺構・

鉢?遺構外
遺構外鉢
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第21表 K2?39土器・石器一覧表

図面 出土1口径
種別 器高 1器形の特徴・部位

図版 位 置l底径cm

よ≧N 深 鉢 遺構外 (ロC) 11101゜ 沈線による区画内にLRの縄文が1堀ノ内
施される。

% シ%) 胴部の破片。 沈線が施される。 堀ノ内

冒品こ青1土製円板? 81住
43?16 3.8

0.9

胴部の破片を使用01無文。 側面を

打欠い

たのみ。1

(:W;1土製円板〔遺構タト1 4.3
胴部の破片を使用01隆帯に竹管による押引きが施され?側面を

る0 1打欠い
たのみ01

刷門冨 ザ、1住 嚢1 胴部の破片を使用・3.2 ?胴部の破片を使用」Lの撚糸文が施される。 ヨ
よ圃z 器 台 .1住 a) 円盤状を呈す6・ 無文・
図面l l出土j j長さ

種 別1 1石質1幅 1重量
図版1 1位置1 ?厚さcm1 q

(7.0) 表裏面に研磨痕が認められ、片側縁部に刃44-1

[A簸43?砥 石1 78住 1砂 岩日7.1)I 232?部調整を行っている。
(4.1)

(7.3)
44-2

[Z逼43?打製石斧1 80住 1砂 岩レ5,6)
1.4

(4.6)
44-3

警k;3?打製石斧1 80住 1砂 岩レ3.7)
1.1

(1.8)

(0.9)

0.2

5.0

2.4

0.7

(6.8)
砂質粘44-6

占竺;3?打製石斧1 81住 11雲1(デ.?)
0.9

(7.8)
44-7

占竺,3?打製石斧] 811砂 岩レ4.?)
1.8

7.6

3.3

o.g

文様構成 備考

備 考

両面調整で主剥離面を残し、両側縁部は階
701段状剥離が施されている。

両面調整で、側縁部には階段状剥離が施さ

221れる。刃部は円刃で弱凸強片刃である。

丁寧な押圧剥離を両面に施し、先端部は鋭
0.6?利に仕上げられ、両側縁部は鋸歯状を呈す

る。

長軸方向の両端に打面を持ち、表面に自然
11.91面を残し、側縁部から一部は裏面にまで自

然面が残っている。

裏面に横方向からの主剥離面を残し、片側
251縁部は部分的に階段状剥離が施されている01

44-4

占■λ3?石

ピエス・
44-5

占?;31工Y-l81住t頁岩

チャー
鍼1 81住

ト

両面調整で、側縁部は階段状剥離が施され
851ている。節理面で破損している。

両面調整で、表裏面に横方向からの主剥離
261面を残している。両側縁部は階段状剥離が

施されている。刃部は直刃で両平刃である。1

44-8

よ竺43l打製石斧( 811頁 岩
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第22表 K2?39石器一覧表

図面

図版

44-9

図版43

4ト10

図版43

種 別

打製石斧

打製石斧

出土

位置

81住

81住

石質

安山岩

閃緑岩

長さ

幅

厚さcm

(6,4)

(4,5)

2.4

13.1

6.7

2,8

重量

9

備 考

両面調整で、側縁部には階段状剥離が施さ

811れる。刃部は「Ⅴ」形に調整され両凸刃で
ある。

両面調整で全体的に粗雑である。刃部は直

2661刃の両凸刃で刃潰れが認められる。

44-11

図版43

44-12

図版44

45-1

図版44

45-2

図版44

45-3

図版44

45-4

図版44

45-5

図版44

45-6

図版44

45-7

図版44

46-1

図版44

46-2

図版44

叩き石

磨 石

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

スクレー

ノく 一

石 皿

石 匙

打製石斧

打製石斧

81住

81住

83住

83住

83住

83住

83住

83住

83住

82住

82住

凝灰岩

砂岩

砂 一

右

閃緑岩

砂岩

砂 一

石

頁岩

砂岩

砂質粘

板岩

砂岩

砂 ー

石

13.2

6.8

3.9

13.5

7.3

4.3

13,4

4.5

2.0

(10.7)

(4.6)

1.3

(9.7)

4.9

2.4

(8.5)

6.2

2.0

(5.4)

4.8

1.2

61.2

21.8

15、2

12.5

13,0

1.5

(5.l)

(4.7)

(2,2)

(8.0)

(4.4)

2.4

両側縁は敲打調整が施され、表裏面には顕

526?竺竺研竺痕?゛認め誌二・欠轡デ空ぞに竺
打痕が認められ、叩き石として利用された

と考えられる。
-

表裏面に整形のための研磨痕が認められる。1
叩き部は叩き痕と研磨痕が認められ、被加

工物を平坦面で叩き潰し、縁辺部で捕り潰

した際の使用痕である。

片刃調整で剥離は両側縁部から中心に向け

押圧によって剥離されている。側縁部調整

は階段状剥離が施されている。刃部は直刃

で片凸刃である。

片面調整で裏面には主剥離面を残し、側縁

761部調整は押圧剥離が施される。

615

102

片面調整で、右側縁部は急角度の階段状剥

1131離が施され、左側縁部は粗い階段状剥離が
施される。

両面調整で、表裏面には横方向からの主剥

901離面を残す。側縁部には階段状剥離が施さ
れる。刃部は偏刃で長平短平片刃である。

深い扶りが入り、剥片の両側に刃部が作ら

261れている。

大型で三角形の礫を利用して表裏面に磨面

と敲打痕が認められる。

大型粗製石匙で、明瞭な刃部はなく、つま

1111み部を作るための両側からの扶りが浅く調
整されている。

両面調整で、両側縁部は階段状剥離が施さ

701れている。

23,000

?"″“゛這両面調整で側縁部は階段状剥離が施されて

9四いる。
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第23表 K 2 -39石器一覧表

出土 長さ
別 石質1幅 l重量

位置 厚さcm 9

(7.1) 片面調整で、側縁部には階段状剥離が施さ
(6,1)1 1321れる。刃部は円刃で蛤刃である。
(2.7)

2.2

1.6

0.4

(6.7)

(4.4)

(2.5)

(9.5)

5.8

2.5

12.0

4.6

%.1

11.3

4.8

1.8

7.8

7.8

4.0

(13.1)

砂岩((9.2)
4.9

(11.2)

閃緑岩{(10.8)
(5.2)

(2.2)

(1.4)

(0.6)

1.9

1.2

0.5

(1.5)

1.4

0.4

10.3

5.7

2.1

11.5

6.2

2.4

斧石:

種

打製:

面
 
版

図
 
図
一
 
4
6
園

備 考

岩砂82住

丁寧な押圧剥離を両面に施し、先端部およ
0.71び両脚端部は鋭利に仕上げられており先側

縁部は鋸歯状を呈する。

両面調整で、側縁部は階段状剥離が施され
661でいる。

-

ヤ
ト

チ46-4

質簸1.1石 鍍 4住8・

46-5

よ竺451打製石斧 84住 岩砂

両面調整で、両側縁部から交互剥離が行わ
1531れ、階段状剥離が施されている。刃部はや

や偏刃で両凸刃である。

片面調整で、両側縁部とも階段状剥離の後
195 レこ敲打による刃潰しが行われている。刃部

は円刃で蛤刃である。

片面調整で側縁部は階段状剥離が施される。}
1151刃部は直刃の両凸刃で研磨痕が認められる。]

46-6

よ雇451打製石斧 84住 岩砂

46-7

品ヒ151打製石斧 岩砂3礫Z

W
板
讐

46-8

畠逼;51打製石斧 3礫2:

研磨による調整が認められ、底面平坦部の
3201摩粍痕は顕著ではない。

46-9

よ徒;5日夕″ 岩砂23礫

両側縁部に敲打調整が施され、底面の平坦
7051部はやや摩粍している。

46?10

よぱ芯もスタンプ 3礫2:

両側縁部に敲打調整が施される。底面の平
8301坦部は、あまり磨粍していない。

47-1

冒版151スタンプ 3礫2:

粗い押圧剥離を両面に施し、先端部は再調
1,2)整の痕跡が認められる。

47-2

畠版ゴ5)石 該{遺構外}黒曜石

丁寧な押圧剥離を両面に施し、先端部、両
0.7{脚端部は鋭利に仕上げられ、基部に浅い扶

りが入る。

丁寧な押圧剥離を両面に施し、側縁部は鋸
0.71歯状を呈する。

47-3

畠版;5)6 鍼I遺構外1黒曜石

古≧451有茎石ツ遺構外ピ;ー
両面調整で裏面には主剥離面を残し、側縁

1501部は階段状剥離が施される。刃部は直刃で
片凸刃である。

片面調整で、側縁部は階段状剥離を施し、
182]屈曲部に潰れ痕が認められる。刃部は直刃

で蛤刃である。

47-5

冒ヵ45z打製石斧I遺構外l砂 岩

吉≧?5z打製石斧C遺構外(雛間
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第24表 K2?39石器一覧表

出土 長さ

別 石質?幅 1重量
位置 厚さcm 9

12.5 片面調整で裏面には主剥離画を残し、側縁

5.1 1 190?部は階段状剥離が施される。刃部は偏刃で
2.6 1 ?使用のために潰れている。

13.3 両面調整で、左右横方向から中心に向けて

4.9 1 1431大きな押圧によって剥離されている。側縁
2.4 1 1部調整は階段状剥離が施されている。
14.1 両面調整で、側縁部調整は階段状剥離が施

4.3 1 116lされ、その後に刃潰しが行われている。刃
2.0 1 1部は直刃で両凸刃である。

9.3 1 1両面調整で表裏面に横方向からの主剥離面
3.9 1 60?を残し、両側縁部は階段状剥離が施されて
1.2 { )いる。刃部は直刃で片凸刃である。

(8.2) 丁寧な研摩が施され、定角式を呈する。

(4.6)1 156
(2.9)

(6.1)

(6.8)

(4.7)

面

版

種

47-7

晶ヵ4.?打製石斧?遺構外?砂 岩

考備

47-8

山晶.l打製石斧?遺構外1頁 岩

47-9

畠版≦51打製石斧1遺構外1頁 岩

とこ纏打製石斧l遺構外?砂 岩
図版45

,H-23.1磨製石斧?遺構外1凝灰岩
図版45

被熱し、破損したために凹み部が一部残存

2081し、周囲には研磨痕が認められる。4742

冒晶}凹み石』遺構外)砂岩

(3)小結

今回の調査では概述してきたような各種遺構が検出された。その遺構分布を見ると、調査地

の南西部に住居跡群がまとまり、弧を描くように検出されている。この住居跡群の外側には土

坑・ピット等が分布している。

住居跡群の広がりは西側方向に伸びており、西武国分寺線を挟んで隣接する恋ケ窪遺跡の集

落と結びつくと考えられる。このことから恋ケ窪遺跡の集落の広がりが明らかとなり、本調査

地がその東限を示すことが推測される。住居跡群の外側に分布する土坑・ピットの状況は、恋
(註1)

ケ窪遺跡の第15次調査の遺構分布状態と類似しており、検出されているTピットは集落の外郭

を画する機能を有する遺構と考えられる。尚、今回の調査成果により、当初日立中央研究所構

内遺跡を1遺跡として登録していたものを、構内の東側が羽根沢遺跡、西側を恋ケ窪遺跡に変

更した。

次に出土遺物について概略を述べると、検出された住居跡より出土している土器は縄文中期

勝坂式期1Ⅰ・IIIが主体をなす。したがってこれらの住居跡の時期も該期の所産と考えられる。

よた遺構外より出土している土器についても勝坂式期のものが多い。中期以外の出土土器とし

て前期の諸磯式、後期の堀之内式の破片が僅かではあるが検出されている。その他土製品とし

て、器台・土製円板等がある。石器は縄文時代の各種石器があるが、打製石斧が圧倒的に多い。

(註1)

恋ケ窪遺跡の西辺地域に位置し、住居跡2軒、土坑8基が検出され、この土坑の内5基はTピットである。
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3.K5-2次調査

調査地は羽根沢遺跡の南東部に位置し、プール更衣室建築部分の170.9m'について調査を行っ

た。検出遺構は、屋外埋喪3基、集石4基、土坑6基及びピット64個である。遺物の出土は調

査地西側部分が攪乱を受けているため少なく、東側に偏っている。

1号屋外埋莞(図面22 図版24)

〈位置〉調査地の東南隅にあり、東側4mの地点に2号埋喪、北側5mの地点には3号埋妻

が検出されている。〈出土状態〉應と深鉢形土器2個体が斜位に並び、周囲には礫が散ってい

た。埋疵を埋設した掘り込みは明確にとらえられなかったが、径0.75mの範囲が周囲のⅠIIb層

よりやや暗い暗茶褐色土を呈していた。く出土遺物〉埋設土器は(図面48?1・2)の2個体で、

内翌形土器の内部より(図面53H)の打製石斧が検出されている。喪はほぼ完形で、頚部に環

状の把手がつく器形である。深鉢は胴部上半部分が欠失している。〈時期〉2点の埋設土器より
加曽利E式期第ⅤI段階である。

2号屋外埋莞(図面22 図版24)

〈位置〉調査地東南隅に位置し、東側に2号集石跡がある。〈出土状態〉深鉢形土器が重なり

合い正位に埋設されている。遺存状態はあまり良好でなく、埋設土器の破片が内部に倒れ込ん

だ状態で検出された。埋婁を埋設した掘り込みは明確に検出できなかったが、径0.4mの範囲で

1号埋喪と同じくやや暗い暗茶褐色土を呈していた。〈出土遺物〉埋設土器は(図面48-3・5)

の深鉢形土器が2個体であり、内1個は底部から胴部の完形品で他は胴部の破片である。埋喪

内からは他の遺物は出土していない。〈時期〉2個体ともに加曽利E式期第VI段階の遺物であ

り、該期と考えられる。

3号屋外埋婁(図面22 図版24)

〈位置〉調査地東側中央に位置し、北側には3号集石跡がある。く出土状態〉深鉢形土器が正

位に埋設されている。遺存状態はあまりよくなく埋設土器の破片が外側に倒れ込んだ状態で出

土した。埋婁を埋設した掘り込みも明僚には検出できず、1・2号と同じく周囲のIII b層に比

べやや暗い暗茶褐色を呈した掘り込みが認められた。〈出土遺物〉埋設上器は(図面48-4)で、

口縁の一部と胴部下端と底部を欠失している。埋喪からは何も出土していない。く時期〉加曽利

E式期第VI段階であろう。

1号土坑(図面23 図版24)
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〈位置〉調査地の北西にあり、4号集石と5号土坑に隣接する。〈形状〉西側部分が攪乱によ

り損失している。残存規模は、長径1.lm1短径0.7mで楕円形を呈する形状であると考えられ

る。ローム面からの掘り込みは16cmと非常に浅い。断面形は皿状を呈し、覆土は暗茶褐色土で

ローム粒子が多く含まれる土層が堆積している。〈出土遺物〉本土坑内より(図面52-22)の耳

栓と(図面54-3)の打製石斧が出土している。く時期〉中期に該当すると考えられる。

2号土坑(図面23 図版25)

〈位置〉調査地の西側中央にて検出される。〈形状〉土坑の半分を攪乱により破壊され、残存

部分で長径1.1m1短径0.5mを測る。ローム面からの掘り込みは27cmで断面形は不定形である。

覆土は暗茶褐色土にローム粒子・ロームブロックが含まれる二層が堆積している。〈出土遺物〉

本土坑内より(図面53?5)の剥片石器が出土している。〈時期〉不詳である。

3号土坑(図面23 図版25)

〈位置〉調査地の北東隅にて検出され、西側に4号土坑がある。〈形状〉2個の土坑が重複し

た形で検出された。長径1.8m1短径1.Omで楕円形を呈する。ローム面からの掘り込みは38cm

で、断面形は皿状+盤状形である。東側の壁に径0.Sm1底面からの深さ20cmのピットがある。

覆土はローム粒子やロームブロックを多く含む暗茶褐色土が充填される。〈出土遺物〉土坑内よ

り(図面48?6・7、49」)の土器胴部破片3点と(図面53?2・3・4)の打製石斧3点が出

土している。〈時期〉出土遺物より加曽利E式期第ⅤⅠ～ⅥI段階と考えられる。

4号土坑(図面23 図版25)

〈位置〉調査地東側に位置し、南に3号集石跡、東に3号土坑がある。〈形状〉長径1,7m,

短径1.4mの楕円形を呈する。ローム面からの掘り込みは23cmで、断面形は不定形である。土坑

の内部に径0.5mで深さ10cm,壁に径0.4mと0.3mで深さ40cm前後のピットがある。覆土はロー

ム粒子やロームブロ:ンクを多く含む暗茶褐色土が堆積している。〈出土遺物〉土坑内より(図面

49?2)の上器胴部破片が1点出土している。く時期〉出土遺物より勝坂式期と考えられる。

5号土坑(図面23 図版25)

〈位置〉調査地北西隅に位置し、土坑の上面にやや位置が西にずれて4号集石跡がある。ま

た隣接して1号土坑が検出されている。〈形状〉長径1.2m1短径0.9mで楕円形を呈する。ロー

ム面からの掘り込みは15cmで非常に浅く、断面形は皿状を呈する。覆土はロームブロックを含

む暗茶褐色土が堆積している。〈出土遺物〉なし〈時期〉不詳である。
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6号土坑(図面23 図版25)

〈位置〉調査地西南隅に位置する。〈形状〉長径1.6m,短径1.Omでひょうたん形を呈する。

ローム面からの掘り込みは20cmで断面形は皿状である。覆土はローム粒子・スコリア粒子を含

む暗茶褐色土が堆積している。〈出土遺物〉なしく時期〉不詳である。

1号集石(図面24 図版26)

〈位置〉調査地の中央にて検出される。く形状〉長径0.53m1短径0.53m,厚さ15cmの範囲に

礫の集中が認められる。集石下には、径0.4mで厚さ7cmの焼土が堆積しており、その下にピッ

トが検出される。ピットの規模は、長径o.6m,短径0.55mで隅丸菱形を呈する。III b層より掘

り込まれ深さは65cmで断面形は逆台形である。覆土は、上部には焼土粒子が含まれる暗茶褐色

土が、下位にいくにつれてロームブロックを含む茶褐色土が堆積している。〈礫の状態〉(図面

53?6)の花崗岩の石皿破片が1点出土しており、他は砂岩質の礫で、被熱され赤茶褐色に変色

している。〈時期〉集石内より時期を決定出来る遺物は出土しないため不詳である。

2号集石(図面24 図版26)

〈位置〉調査地の南東隅に位置し、西側に2号埋墾がある。く形状〉長径0.6m1短径0.45m1

厚さ5cmの範囲に礫の集中が認められる。集石下に土坑等の掘り込みは検出されなかったが、

礫の周辺は被熱された痕跡がある。〈礫の状態〉石質は砂岩が主体で大半が被熱され灰白色が赤

茶褐色に変色して破砕している。〈時期〉集石内から遺物が検出されていないため不詳である。

3号集石(図面24 図版26)

く位置〉調査地の東側中央に位置し、北側に4号土坑、南側に3号埋斐がある。〈形状〉長径

0.69m1短径0.58m1厚さ15cmの範囲に礫が集中している。集石下には土坑等の掘り込みは検

出されていない。〈礫の状態〉石質は砂岩系のものが主体で大型のものと小型のものが集中して

いる。大半が被熱され赤茶褐色に変色し破砕し、礫の周辺や下面にも被熱された痕跡が認,めら

れる。集石内より(図面49-4)の土器胴部の破片が1点出土している。〈時期〉出土遺物より

加曽利E式期第VI段階と考えられる。

4号集石(図面24 図版26)

〈位置〉調査地の北西隅で、1号土坑と5号土坑の上面にて検出された。〈形状〉長径0.72

m1短径0.47m1厚さ5cmの範囲に礫の集中が認められる。集石下には土坑等の掘り込みは検

出されなかったが、集石の周辺や下には被熱された痕跡が認められた。〈礫の状態〉砂岩系の礫

が主体であり、他の集石に比べあまり被熱されておらず破砕したものが少ない。〈時期〉無文の
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土器片が1点出土しており、おそらく加曽利E式期と考えられる。

ピット(図面21 図版22・23)

〈位置〉調査地の東側に集中して検出されており、全体の総数は64個である。く形状〉径0.3～1.0

mで、深さは30～70cmの円形や楕円形を呈し、覆土は暗茶褐色土でローム粒子やスコリア粒子

が含まれる上層が充填されている。〈時期〉ピット25・26より(図面49?5・6)の勝坂式期II

の土器片が出土しているが、他のピットからは遺物が出土しとていない。おそらく勝坂式期か

ら加曽利E式期の所産であろうと考えられる。

遺構外遺物

調査地内包含層の遺物分布状況は、西側地域に攪乱が多く、東側に偏って出土している。土

器類は中期後半より後期前半で加曽利E式期第Ⅴ・VI・VII段階のものと称名寺期のものが出土

している。石器類では磨石が主体を占め、次に打製石斧で、磨製石斧、石匙などがある。特殊

遺物として器台の破片が2点出土している。

(2)出土遺物

遺物は、縄文土器、石器があり、コンテナ12箱ほどの量が出土している。これらの中で屋外

埋喪や、土坑、集石、ピットより検出されたものと、遺構外である遺物包含層より出土し図示

が可能なものを一覧表にして記述した。

第25表 K5-2土器一覧表

図面1種別1出土?口径
器高 1器形の特徴・部位

図版l器形?位置?底径cm

48-1

図版46

(32.8》?2対の環状把手が1隆帯による楕円区画内はRLRの?加EVI
尭 1 1埋 1 35.2 ?頚部につく器形で1縄文で胴部下半には縦位の条線文

8.0 ?ある。 ?が施される。

品毘竺イ。 深 鉢 ・埋 (ワ「冫) 月同音ド゜底音6・ 辷ツb)アニffiプ=亡二イj顧?L?t
5483 冫「51口トⅦき)1胴部の破片・ 隻 櫛状工具によるタテ・ヨコ方向の?加EVI

条線文が施される。

こよる「u」「n」「s」状文?加EvI(37.2》巴縁部゜頚部゜胴?竺惜,二
と刺突文に回転方向がことなる};7[3{巴・

ξ゜;[I31?リパー形を呈?RLの縄文が施される。
する。

1
(訂j川胴部・底部。
7.0

文様構成 備考

48-4

晶反i6?深鉢 3埋

沈線による「U」「山状文とワラ?加EVI
ビ手状文にRLの縄文が施される。1

48-5

占蔽]6ト柴 鉢 2埋
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第26表 K5?2土器一覧表

図面1種別{出土]口径
器高 1器形の特徴・部位

図版1器形1位置?底径cm

竺R #f 31范寸71Ⅷ 隆帯に棒状工具の押圧による雨垂?加EVI
文が施される。

エx6深鉢 3土(=)118101゜ 沈線による2本の懸垂文に綾杉文?加EVI
が施される。

騙迷・F中司71] 隆帯にLrの縄文が施される。 ?加EⅥ1

エイ。深鉢 4土 (I)118501゜ 隆帯に沿ってヘラ状工具による刺1勝坂II
突文と波状沈線が施される。

騙迷杜・秤司〒7] 沈線による懸垂文とLRの縄文が1加EVI
施される。

胴部・底部の破片01条線が施される。 加EVI

宏乞+可田『1竺,ッ,2.?1竺。I}?緊縁部・胴部の破?口縁票に竺!5堂沈線ごめぐら?勝坂II
し、RLの縄文が施される。

エゞ6深鉢ピ・・1・26Hノ8501゜ 隆帯に沿ってヘラ状・棒状工具の1勝坂ⅠⅠ
押引きによる角押文が施される。

(16.5》]口縁部・頚部の破巴縁雫ぶ沈線と棒状千具による刺j加EI
片。 1突、頚部にヘラ状工具による刺突(4.4)

が施される。

隆帯とLの撚糸文が施される。 ?加EI

隆帯による懸垂文と条線が施され?加EIV
る。

1

沈線による区画内にヘラ状工具に?加EV
よる刺突が施される。

1
沈線による楕円区画内にRLの縄?加EV
文を施す。

隆帯による楕円区画内にRLRの?加EV
縄文を施す。

沈線による区画内に条線が施され?加EV
る。

I
沈線による懸垂文とLRの縄文が?加EV
施される。

1
沈線による区画内にLRの縄文が?加EV
施される。

1
RLの縄文を施し、沈線の区画内?加EV
を磨り消す。

1
沈線による懸垂文とRLの縄文を?加EV
施し、磨り消しが行われる。

1
沈線による懸垂文とLRの縄文が?加EV
施される。

文様構成 備考

49-7

艷雇461深 鉢1遺構外

品:6j深
よシ:7?深
1翻・
Eさ
1さ
1品[・
1昼1・
Eさ
品?・
13・
胚0

・]・ぜガ77
鉢1遺構外? (6.9)1・・小司 胴部の破片。

鉢1遺構外?(6.5)
口縁部の破片。

鉢1遺構外? (6.8)卜→司 口縁部の破片。

鉢1遺構外? (5.0)?・・ル司 口縁部の破片。

鉢1遺構外1 (8.O)
胴部の破片。

鉢1遺構外? (8.4)
胴部の破片。

鉢1遺構外口7.2)
胴部の破片。

鉢1遺構外1 (7.0)
胴部の破片。
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第27表 K5?2土器一覧表

図面1種別1出土?口径
器高 1器形の特徴・部位

図版1器形1位置?底径cm

:,:7?深 鉢?遺構外I(I)L疵口縁部・頚部の破1隆帯の区画内にRLの縄文が施さ?加EV
れる。

呂警,1深 鉢4遺構外 胴部の破片。

1
RLの縄文に沈線による蛇行およ?加EV
び2本単位の懸垂文が施される。

ル4a71・・C畦Ⅶ LRの縄文に沈線による懸垂文・?加EV
蛇行懸垂文が施される。

社レ47?深 鉢t遺構外レ 沈線による懸垂文と綾杉文が行わ1曽利
れ、LRの縄文が施される。

訝=ゞ7?深 鉢l遺構外Y(Σ)) 1
沈線による懸垂文と綾杉文が施さ1曽利
れる。

?具:71・・C畦6
ー

沈線による懸垂文と綾杉文が施さ1曽利
れる。

d憫47?深 鉢?遣構外
50-7

口縁部の破片。 {LRの縄文に棒状工具による刺突?加EVI
文と沈線による「n」状文が施さ

れる。

口縁部の破片。 ?RLの縄文に棒状工具による刺突?加EVI
文と沈線による「n」状文が施さ

れる。

?蔽后?深 鉢?遺構外
50-9

口縁部の破片。 ?LRの縄文に棒状工具による円形?加EVI
刺突文と沈線による「n」状文が

施される。

圧I・・Ⅲ門0F 口縁部の破片。 1棒状工具による円形刺突文と沈線?加EVI
が施される。

宣竺店?深 鉢?遺構外
50?11

口縁部の破片。 1口縁部下に沈線がめぐり、RLの?加EVI
縄文と沈線による「n」状文が施

される。

よげ具ト 鉢1遺構外F(社州」 口縁部の破片。 1口縁部下に隆帯がめぐりLRの縄I加EVI
文が施される。

=ト・C蔽Th“77」口縁部の破片0 1沈線による区画内にLRの縄文が?加EVI
施される。

エ〃深鉢遺!(I)1"85゜1゜口縁部の破片0 1口縁部よりRLの縄文と沈線が施?加EVI
される。

品?・X←扉 口縁部の破片。 ?RLの縄文と沈線による「n」状文?加EvI
が施される。

洲ど芯?深 鉢?遺構外
5046

口縁部の破片0 1回転方向の異なるLRの縄文に沈?加EVI
線によるrn」状文とワラビ手状

文が施される。

=?・X司Ⅶl-
口縁部の破片0 1回転方向の異なるLRの縄文と沈?加EVI

1線による「n」状文が施される。

口縁部の破片0 1回転方向の異なるLRの縄文と沈?加EVI
深 鉢1遺構外? (4.5)

線が施される。

文様構成 考備

ーI:1

胴部の破゛片。

胴部の破片。

胴部の破片。

胴部の破片。

ー亘:ぐ

50-8

訝蔽I7?深 鉢?遺構外 (5.2)

ー

(4.9)

ーI:1

ー目:←
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第28表 K5-2土器一覧表

考備成構様文

1 沈線による「n」状文が施される。]加EvI

1 隆帯による楕円区画内に条線が施1加EVI
される。

口縁部下に沈線がめぐり回転方向1加EVI
の異なるLRの縄文が施される。

1 RLの縄文と沈線が施される。 (加EVI

1 RLの縄文と沈線による「n」状文1加EvI
が施される。

l 微隆起の隆帯による区画内にLR)加EVI
の縄文が施される。

RLの縄文が施され2条の沈線が1加EVI
垂下する。

1 LRの縄文と2条の沈線が施され1加EVI
る。

1 RLの縄文が施され2条の沈線が1加EVI
めぐる。

I LRの縄文が施され2条の沈線が}加EVI
垂下し、磨り消しが行われている。1

I LRの縄文が施され3条の沈線が)加EVI
垂下する。

1 微隆起の隆帯による区画内にLR1加EVI
の縄文が施される。

RLの縄文が施され3条の沈線がj加EVI
垂下する。

I 微隆起の隆帯による区画内にLR1加E Vll
の縄文が施される。

1 微隆起の隆帯による区画内にLの)加EV11
縄文が施される。

l 微隆起の隆帯による区画内にLのj加EVII
縄文が施される。

1 口縁部下に沈線がめぐり、LRの1加EvII
縄文が施される。

=
口縁部下に沈線がめぐり、櫛状工(加EVI
具による条線が施される。

1 縦方向の条線が施される。 加EVI

1 斜め方向の条線が施される。 1加EVI

I号1 出土1口径
器高 1器形の特徴・部位

形1位置(底径cm

鉢上遺構外1(【州」1゛“7゛17

鉢」遺構外「4覆[ド17゛71
・1・・叩司71

鉢ヒ遺構外「罹層]777゛1′
鉢」 遺構夕I」 (4-仝)士18501゜

X←コ〒1

鉢1遺構外l(6,5) 口縁部の破片。

鉢)遺構外1 (6.8) 口縁部の破片。

種面図

図版1器

ここj深
竺さ
為18【
毘:8[・
jニ'48j・
口I
隅:8レ
描{81・
蹴旧
=き
躍・
ヨ・
巳巨
[調・
X≦〃丁・
=戸
社さ
呂か
腎ト
圧北
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第29表 K5?2土器?一覧表

■
図面1種別1出土?口径

図版1器形1位置?底径cm
器高 1器形の特徴・部位 文様構成 備考

品 深 鉢 遺構外 (【p 1"85゜1゜口縁部の破片。 ?斜め方向の条線が施される。 加EVI

口縁部の破片。 1縦方向の条線が施される。 加EVI

X≧ユ。深 鉢 遺構外 (I) 16850艷」櫛状工具による波状条線が施されl加EVI
る。

占諧乙 深 鉢 遺構外 (彦至) 1『゜01゜ 櫛状工具による波状条線が施され?加EVI
る。

=クI←写M l 櫛状工具による縦方向の条線が施l加EVI
される。

嵩量工J11t引1!!冫「違ラ'T餉部の破片0 1 櫛状工具による縦横方向の条線が?加EVI
施される。。

a,,,49525 深鉢遺構外(:ノ'゜71゜ 櫛状工具による円弧状の条線が施l加EVI
される。

已ト←叩司7″"゜ 1 櫛状工具による波状条線が施され?加EVI
る。

櫛状工具による波状条線が施され?加EVI
る。

「二需刀5?1■1!竺41]メ覆'T嘉ね6の破片。」 櫛状工具による波状条線が施され?加EVI
る。

岡訂可門(ヤ“"」 沈線による蛇行懸垂文と条線が施?加EVI1
される。

?)J4'9?深 鉢?遺構外i (5.8)
5240

胴部の破片。 斜め方向の平行条線と粘土紐の貼1曽利
付が行われ、LRの縄文が施され

る。

[xs'-Wiu-iig1深 鉢1iW構外l (1) 胴部の破片。 山形の押し型文が施される。 「゛1

lk)849?深 鉢?遺構外レ?上)
52」2

把手部分の破片。l隆帯と沈線による区画内に円形竹1称名寺
管による刺突文とRの縄文が施さ

れる。

m躍;ト 鉢1遺構外1(工【) 口縁部の破片。 1沈線による区画内にLRの縄文が1称名寺

1 施される。

討5孔1深 鉢1遺構外■I)11"8501゜ 1口縁部の破片0 1沈線による区画が施される。 鐘
 ,,,ts1ト'r= !t*Y.a#R'41 (0、?口縁部の破片。 ?沈線による区画か施される■称名寺1
[￥]52wN1<6g J深鉢t遺構外1(J)1b[rico*)#゜ 1 沈線による区画内にLRの縄文がl称名寺

施される。

EWこ 深 鉢 遺構外 (Σ7) 1185゜71゜ 沈線による区画内にLRの縄文が1称名寺
施される。
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第30表 K5?2土器・石器一覧表

図面]種別]出土]口径
器高 1器形の特徴・部位

図版1器形1位置?底径cm

二Wこ 深 鉢 遺構外?(工]岬50゛1゜胴部の破片。 1沈線による区画内に棒状工具によ?称名寺
る刺突文が施される。

讃竺冨 深 鉢 遺構外 (I) 1“8501゜胴部の破片0 1LRの縄文と沈線が施される0 1称名寺

口縁部・頚部の破?頚部に沈線がめぐり縦方向の条線?口縁部
片。 ?が施される0 1外側よ

り有孔01

側面を

打欠い

たのみ。1

孔径8柵の穴が貫通している。 1両端に
朱が付

着する01

文様構成 備考

52?20

冒W49?有孔土器?遺構外 (8.5)

胴部の破片を使用。1LRの縄文が施される。
4.1

2.1

52?21

艷iふ日製円板1遺構外

完形品。
2.0

1.9

台部の破片。

台部の破片。

図面 出土 長さ

種 別

図版 位置 厚さcm 9

15.4

6.1

2.2

52?22

条品1耳栓 1土

1

側面部に有孔。

1
側面部に有孔。

備 考

片面調整で、両側縁部は階段状剥離を施し、1
2401刃部は円刃で両平刃である。

53-1

洲籐1。?打製石斧 1埋1砂岩

53-2

a籐I。?打製石斧 3土?砂岩

53-3

?扁χ。j磨 石 3土?砂岩

53-4

?籐!。?打製石斧 3土 1安山岩

53?5 1横刃型剥
図版501片石器

2土
砂質粘

板岩

53-6

曇50団 皿 1集 1花崗岩

54-1

訝扁品?石 鎌1遺構外1黒曜石

14.2

4,9

2.1

14.4

5.4

2.9

9,5

5.3

1.4

12.2

6.0

1.9

19、1

20.5

10.4

2.5

1.85

0.6

両面調整で交互の横方向からの剥離が行わ

14.?れる。側竺曹は階弓状剥豐によって調警青
れ、右側縁部には潰れが認められる。刃部

は円刃で両凸刃である。

敲打によって整形した後、丁寧な研磨が行

4001われている。磨面は表裏面の全面におよび、1
方向は長軸に対してほぼ平行である。

片面調整で裏面は右横方向からの主剥離面

801を大きく残し、両側縁部は階段状剥離を施
し、刃部は直刃の弱凸強凸平刃を呈する。

扇形の剥片を素材とし、刃部は剥片の鋭利

92.41な縁辺部を利用している。

大型で断面が三角形の礫を利用しているが、1
4,400?とくに顕著な磨面を持たない。

両側縁部の刃部調整は押圧剥離による。

1.8
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考備量
ク

重

K5-2石器一覧表

cm

さ
 
さ

表
旧
-

13
1
一
質

第

土
 
置

出
 
位

リ沖[:二]≦-

534?1

0P1

5?4:2

?5α11

両面調整で、表裏面に横方向からの主剥離

面を残し、刃部、基部、扶り部は階段状剥

離によって調整される。刃部は円刃で片平

刃である。

両面調整で基部と刃部の区別は浅い扶りに

よって分けられ、扶り部分は階段状剥離調

整の後に敲きによって調整されて、摩滅が

認められる。刃部は「Ⅴ」字形を呈し、両

平刃である。

両面調整で裏面は右横方向からの主剥離面

を大きく残す。両側縁部は階段状剥離を施

す

両面調整で表裏面とも左右横方向の剥離、

2551両側縁部は階段状剥離を施す。刃部は円刃
で両平刃である。

両面調整で表裏面とも左右横方向の剥離が

158?施される。両側縁部は階段状剥離を施し、
刃部は偏刃で長平短片刃である。

片面調整で裏面には横方向からの主剥離面

を残す。側縁部調整は階段状剥離を施し、

顕著な潰れ痕が認められる。刃部は偏刃の

両平刃で剥落した部分に微調整を加えてお

り、再調整の可能性がある。

両面調整で表裏面とも不定方向からの剥離。1
1251両側縁部は階段状剥離を施し、刃部は偏刃

で両平刃である。

両面調整で表裏面とも左右横方向からの大

65?きな剥離が施される。側縁部は押圧剥離で
刃部は偏刃の両平刃である。

片面調整で、裏面には左右横方向からの剥

離が行われる。側縁部は階段状剥離によっ

て調整される。刃部は「Ⅴ」字形の弱平強

凸刃に仕上げる。

定角式磨製石斧で両側縁および頭部が敲打、1
研磨調整されている。

?57:2?
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0
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6
2
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11.65

5.25

1.9

11.9

4.3

1.5

7
l
9
Q
0

1
4
1
↓

1

(11.謳)

5.0

3.2

岩砂

粘
岩

質:砂
板

外構・遺;

土1

岩山安外構・遺;

岩砂外構・遺

岩砂外遺構・

岩砂外構・遺

岩砂外構・遺;

岩砂外構・遺

岩砂外構・遺)

岩灰凝.外構遺・

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

磨製石斧

54-2

図版50

54-3

図版50

54-4

図版50

54-5

図版51

54-6

図版51

54-7

図版51

54-8

図版51

54-9

図版51

54?10

図版51

55-1

図版51

不定形剥離を素材とし、縁辺部の表裏面に

刃部調整を施す。つまみ部には両側から深

い扶りが施され、そこに摩滅痕が認められ

る。

やや歪んだ球状で、全体に敲打調整。

5&

025{

Q
り
 
0
J
 
9
υ

Q
O
O
J
1
1

5
5

勢
 
配
 
4

6
5
5

岩砂外構遺)石

岩砂外構遺匙石.粗製.

磨

55-2

図版51

55-3

図版51
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第32表 K5-2石器一覧表
図面

1種
図版

55-4

宣簸品1磨

55-5

4版51{“

55-6

ζ版521磨

55-7

請簸521磨

55-8

蒲簸χ2}磨

55-9

晶反52}磨

56-1

こ扁二。l磨

56-2

よ篇521磨

56-3

色烏χ2{磨

56-4

売晶{磨

56-5

θ籐χ21磨

56-6

訝扁521磨

57-1

冒ヵ二。]磨

57-2

冒版53)′

出土 長さ
別 石質1幅 }重量

位置 厚さcm 9

(9.85)

石l遺構外{花崗岩1 10.9
(4、3)

9.55

7.0

5.65

lO.0

3.5

3.0

9.2

2.75

1.9

12.7

5.2

2.8

12.7

4.3

2.8

12、0

4.8

2,5

15.O

5.2

2,8

17.0

5.0

3.2

12.7

5.0

2.6

(14.8)

石1遺構外1砂 岩1 5.5
2.1

13.2

も.1

2.4

14.2

4.7

e.コ

12.8

4,4

2.9

石l遺構外1砂 岩

石1遺構外1砂 岩

石{遺構外}泥 岩

石l遺構外1砂 岩

石)遺構外1砂 岩

石1遺構外j砂 岩

石1遺構外{砂 岩

石1遺構外}砂 岩

石I遺構外1砂 岩

石i遺構外}砂 岩

石(遺構外1砂 岩

石l遺構外1砂 岩

約%を欠損している。表裏面に磨面を持ち、[
6121端部は斧状である。

横長の球状で、全体に敲打調整の後、部分
5301的に顕著な磨面を持つ。

磨面は左下側縁部で、浅く湾曲して扶れて
70)いる。磨面の方向は側縁部と平行であるが、1

他の面にも不定方向の磨面を持つ。

磨面は右側縁部で、中央部に集中し、浅く
2751湾曲して扶れている。磨面の方向は側縁部

方向と平行である。

磨面は右側縁部で屈曲部に集中する。磨面
205lの方向は側縁部方向に左下がりの斜方向で

ある。

磨面は平坦面で、全面におよび中央部がや
200lや浅く扶れる。磨面の方向は長軸に対し、

直交方向である。

磨面は平坦面にあり、全面におよぶ。磨面
275)の方向は長軸に対して左下がりの斜方向で

ある。

磨面は平坦面にあり、ほぼ全面におよぶ。
3601磨面の方向は長軸に対して右下がりの斜方

向である。

磨面は平坦面にあり、磨面の方向は不定方
235{向である。

磨面は部分的にあり、特にどの部分が著し
120(いというわけではない。

磨面は平坦面にあり、磨面の方向は長軸に
2321平行している。

磨面は平坦面と右側縁部にある。磨面の方
2751向は平坦面では不定方向で右側縁部は長軸

に平行している。

磨面は平坦面にあり、方向は長軸に平行し
226{ている。

磨面は下面で、端部に敲打痕が認められる。I
225(磨面の方向は長軸に対し、ほぼ直交方向で

ある。

備 考
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第33表 K5-2石器一覧表

図面

1種 別
図版

57-3

図版53
磨 石

57-4

図版53
磨 石

〜

57-5

!53
磨 石

57-6

図版53
磨 石

引-]

図版53
磨 石

58-1

旨63?磨 石

58-2

図版53

58-3

図版53

磨 石

磨 石

58-4

[病k二引磨 石

58-5

図版53
磨 石

58-6

図版54
磨 石

58-7

図版54
磨 石

58-8

図版54
磨 石

58-9

図版54
磨 石

出土

位置

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

遺構外

長さ

厚さcm

10.8

4.O

3,0

13.4

4.6

2.85

15.3

4.7

3,7

11.7

4.8

3.1

10.8

4.4

3.4

15.1

4.7

2.9

19.1

6,2

3.2

12.35

3.05

2.2

13.8

3.3

1.1

(6.25)

岩?(4.4)
(1.6)

15.3

4.2

2.O

石

砂 岩

砂 岩

砂 岩

砂 岩

砂 岩

砂 岩

岩砂

岩砂

千枚岩

砂

砂 岩

砂 岩

14.8

4.4

3.8

砂

砂

岩

岩

(犯.75)

(4.15)

(2.4)

12.0

4.7

2.0

量

9

備 考

各面に磨面があり、左側縁部に敲打痕が認

められる。方向は長軸に対してほぼ直交方

向である。

磨面は上面と下面で、磨面の方向は2面と

2301も長軸に平行している。

200

各面に磨面があり、広端部に敲打痕が認め

られる。方向は長軸に対してほぼ直交方向

である。

磨面は全体に認められるが、方向は不規則

240lである。

325

235

磨面は全体に認められるが、方向は不規則

である。

柄の部分は丁寧に研磨され先端部分は長軸

260?にほぼ直交方向に磨面が認められる。左側
面に長軸に平行する磨面がある。

側縁部は敲打の後に丁寧な研磨によって調

整し、磨面は表裏の平坦面で、方向は長軸

に対してほぼ直交方向である。

敲打の後に丁寧な研磨によって棒状に整形
し、磨面は2ケ所で、長軸方向に対して右

下がりである。

剥離調整した後に研磨によって整形し、磨

面は裏面の全面に認められる。2条の極め

て浅い溝が平行して走る。

全面に丁寧な研磨痕が認められ、平坦部に

は長軸方向に対して平行な磨面が認められ

る。

敲打によって整形し、磨面は裏面の全面に

認められ、方向は長軸に対して平行である01

両側の剥離面を敲打によって平坦に整形し、1

377?正〒涜乎庶二切断た亡竺ミ三゜2?・.竺兜
は礫皮面を利用し、方向は長軸にほぼ平行

である。

顕著な磨面は不明であるが、下端部は斜方

1651位の切断が認められる。

465

125

80

78

150

125

敲打によって整形した後、研磨が行われて

いる。
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図面

1種
図版

59-1

d融ユ,1剥

59-2

θ雇I4?打

59-3

蒲扁κ4I打

59-4

占扁541礫

第34表 K5-2石器一覧表

出土 長さ

別 石質1幅 1重量
位置 厚さcm 9

8.6 先土器時代の縦長剥片であり、打面は礫打
片]遺構外]硅 岩1 5.65l 601面で、バルブが発達している。刃部調整等

1.8 1 ?は観察されない。
11.95 礫の左側縁は交互剥離によって刃部を作り、1

素1遺構外1砂 岩1 8,051 4051右側縁には階段状剥離の後、敲打調整を行
3.9 1 1っている。

5.85] 1両面調整で、裏面は短軸方向より両側から
素1遺構外1砂 岩} 3.6 1 351の剥離によって浅い溝状を呈する。刃部は

1.5 1 1直刃で両凸刃で研磨が施される。
13.3 1 1先土器時代の礫で一部に両面からの連続的

器1遺構外1安山岩? 12,3 1 8801な剥離によってやや弧状の刃部を作り出し
5.3 l lている。

備 考

(3)小結

今回の調査で検出された遺構の主なものは屋外埋賽3基、集石4基、土坑6基および多数の

ピットである。このような遺構の分布状況について恋ケ窪遺跡の調査例を用いて概要を述べる
こととする。

恋ケ窪遺跡のこれまで実施してきた発掘調査において、今回と同じ傾向で遺構分布する調査

地は第12次調1荏で遺跡の中央に位置する。報告によると、′遺跡の中央域に位置し、土塘・集
石・屋外埋妾といった遺構が主体をなしている。この地点は住居跡群の内側に当たること、土

塘同士が重複することなく構築され硬玉製大珠や粗製石匙といった副葬品と考えられる遺物を

伴っていること、屋外埋尭等葬送に関する遺構が存在することなどから集落内側に設けられた

「墓域」と考えられる。′と述べられている。したがって恋ケ窪遺跡の第12次調査地と同じ内容

の遺構が分布して検出された本調査地も、羽根沢遺跡の集落の中央域で墓域的な性格を有する

地域と考えられる。おそらく本調査地外に住居跡等の集落が存在する可能性が高い。

次に出土遺物について概略を述べる。検出された屋外埋喪の土器は加曽利E式期VI段階のも

のである。土坑や遺構外から出土している土器もほとんどが加曽利E式期Ⅴ・ⅤI段階のもので

ある。したがって周辺に該期の集落が存在すると推測される。石器類については圧倒的に磨石

が多いことが特徴で、これらの中の主体をなすものは棒状を呈する磨石である。

(註1)

恋ケ窪遺跡第12次調査地において、住居跡3軒、屋外埋壱3基、集石5基、土坑17基が検出されている。
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4.K5-5次調査

食堂棟建設予定地1,037.13m′の本調査を実施した結果、23個のピットが検出された。調査地

は、旧研究棟等の基礎により大部分が攪乱を受けており、遺構・遺物の数が少ない。

(1)検出遺構

ピット(図面25 図版27)

〈位置〉調査地の東南と東北の隅に多く確認されており、中央部分は旧建築物の基礎で攪乱

され、遺構が検出されなかった。く形状〉径0.3～0.7mで深さ10～30cm前後で円形や楕円形を呈

する。覆土は暗茶褐色土が充填される。く時期〉ピットより遺物が出土していないため不詳であ

る。

(2)出土遺物

遺物は、攪乱中より土器片や石器片がコンテナ0.1箱ほど出土している。図示出来るものは打

製石斧1点のみで一覧表に記述した。

第35表 K5-5石器一覧表

出土

別

位置

両面調整で裏面には横方向からの大きな剥

攪乱 1砂 岩1 6.61 195.21離が連続し側縁部は階段状剥離を施す。刃部
は押圧剥離で調整され直刃の片凸刃である。

?1
図面

?種
図版

59-5

d頴(41打製石斧

備 考

(3)小結

調査の結果、羽根沢遺跡の北西地域の遺構、遺物の分布状況が明らかになった。本調査地に

おいて検出された遺構は、ピットのみで他の遺構は検出されておらず、遺物も非常に少ない。

これは調査地の大半が、旧建築物基礎による攪乱のために遺構確認面よりも深く削平されてい

ることによると考えられる。しかしピットが検出されている部分では遺物包含層であるIII層が

残っており、そこから遺物が検出されていないことから、おそらく遺構・遺物が希薄な地域で

あろう。このような状況は恋ケ窪遺跡第8次調査並芯遺構分布状態と類似しており、本遺跡に

おける居住域の外縁部の一様相を示していると考えられる。

(註1)

第8次調査地は、恋ケ窪遺跡居住域の北側に位置し、検出されている縄文時代遺構は土坑2基とピットが

11涸で、出土遺物も土器片や石器が少量検出されただけである。
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図面3 K2-35次調査 101号住居跡

81

1
0〕

b
一 O

)や・

0
/

101号住居跡

01

75.5m a a′

3?1
3

l

75.5m
b b′

?3-・ 3ニニニニ傳ユ

75.4m
C

C
一

101号住居跡土層説明

暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を少量含む。

暗茶褐色土層 ローム粒子・スコリア粒子を含む。

暗茶褐色土層 ローム粒子と黒色・赤色スコリア粒子を含む。

1

2

3

O 2m
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図面4 K2-35次調査 102・103号住居跡
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103号住居跡

3-

102号住居跡土層説明

晩
1 暗茶褐色土層 ローム粒子が少量まじる。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒

子が少量含まれる。

3 暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含み、赤色

スコリア粒子が少量まじる。

4 暗黄褐色土層 ロームプロックに茶褐色土粒

子・赤色スコリア粒子がまじ

る。

5 暗黄褐色土層 ロームプロックに赤色スコリ

ア粒子・炭化物がまじる。

103号住居跡土層説明

1 暗茶褐色土層 黒褐色土粒子・赤色スコリア

粒子を少量含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア

粒子を少量含む。

3 茶褐色土層 茶褐色土粒子・赤色スコリア

粒子が少量まじる。

4 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒

子を少量含む。
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図面5 K2-35次調査 130・131・132・133・134号土坑
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130・131・132・133・134号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を少量含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子を

含む。

3 暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含み、赤色スコ

リア粒子が少量まじる。

4 暗茶褐色土層 ローム粒子を多量に含み、赤色ス

コリア粒子がまじる。

5 暗茶褐色土層 ローム粒子を含み、赤色スコリア

粒子が少量まじる。

6 茶褐色土層 ロームプロックを含み、赤色スコ

リア粒子・炭化物がまじる。

7 黒褐色土層 茶褐色土粒子・赤色スコリア粒子

を少量含む。

8 暗黒茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子

を含む。

9 暗黒茶褐色土層 茶褐色土粒子を多く含み、赤

色・黒色スコリア粒子が少量まじ

る。
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図面6 K2-35次調査 135・136・137・138号土坑
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135・136・137・138号土坑土層説明

l 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子を少量含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子を含み、赤色スコリア粒子が少量まじる。
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図面7 K2-35次調査 20・21号集石土坑
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、20号集石土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 ローム粒子・スコリア粒子を多く

含み、炭化物が少量まじる。

2 暗茶褐色土層 ロームブロック・茶褐色土ブロッ

クを含み、スコリア粒子が少量ま

じる。

3 茶黄褐色土層 ロームプロックを含む。

2

3

21号集石土坑土層説明

1 土器片・石器礫片堆積部。

2 暗褐色土層 ローム粒子・スコリア粒子を少量含

み、粘性しまりが悪い。

3 暗褐色土層 ローム粒子・スコリア粒子を含む。
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図面8 K2-39次調査 調査地全体図
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図面9 K2-39次調査 遺物分布図(土器)

・

?〔゛う

・

l

・,O

一

゛擢"
′己も・.
Q『

0・
・―

一

C・
ー

O

b
・
!

・

・

・

・

S

゜・.′、].′弥.4・・
ャP!′;゜

―

一:ミ゛jO

-g"C)・゜.′:
0

゜゛::t

?j

口

◆

1,イ・

番會

ダ赤

゛・゛クご・゜;
.◆

・

. ブ
・

11
ク

Q

甲＾

.卦

自号

Q

()

・

0

○

・

・ε ・,
―中1

○

・

G

・

・

・
-

・ペ

;

幻

l
訃
,
か

自

O

◆

・

・

1,

・

?.

響・,

・會・ h.O
甲1

・

・

・

甲
ー

9争

・

d

・・

＾
・

・

訃

・

◆

q

・

ロ

・
゜. O

・

O

i

申

1

?赤

・

・

・

噂
○

―

1番

1

1中＾

・!・

ν゛゜1・

:

響

◆

ト

・

1

・

○

・

勝坂・阿玉台

加曽利E・曽利

その他

0

一

10m

--71-





図面11 K2-39次調査 78号住居跡
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78号住居跡土層説明

暗茶褐色土層 細かいローム粒子と大粒の赤色スコリア粒子を含む。

暗黄褐色土層 ロームプロック・ローム粒子を多く含み、赤色スコリア粒子がまじる。

茶褐色土層 ローム粒子・ロームブロック・赤色スコリア粒子を多く含む。
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図面12 K2-39次調査 79・80号住居跡
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図面13 K2-39次調査 81号住居跡
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図面14 K2-39次調査 82号住居跡
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82号住居跡土層説明

1 黒茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子を含む。
2 黒茶褐色土層 やや、大粒のローム粒子と、赤色スコリア粒子を含み、炭化物が少量まじる。
3 暗茶褐色土層 やや大粒のローム粒子を含む。
4 暗茶褐色土層 細かいローム粒子と、赤色スコリア粒子・炭化物がまじる。
5 暗茶褐色土層 細かいローム粒子と、大粒のローム粒子が多く含まれ、赤色スコリア粒子・

炭化物が少量まじる。

6 茶褐色土層 ローム粒子を多く含み、赤色スコリア粒子・炭化物が少量まじる。
7 茶褐色土層 細かいローム粒子を含み、赤色スコリア粒子が少量まじる。
8 暗黄褐色土層 よごれたロームプロック・ローム粒子を多量に含む。
9 茶褐色土層 ロームブロツク・ローム粒子を含む。
10 茶褐色土層 細かいローム粒子を含む。

11 茶褐色土層 細かいローム粒子を多く含む。
12 茶褐色土層 ローム粒子を含み、赤色スコリア粒子が少量まじる。
13 茶褐色土層 細かいローム粒子を含む。

14 暗黄褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを含み、茶褐色土粒子がまじる。
15 茶褐色土層 ローム粒子を少量含む。
16 茶褐色土層 細かいローム粒子を少量含む。
17 茶褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを含む。
18 茶褐色土層 細かいローム粒子を含む。

19 茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子を少量含む。
20 茶褐色土層 ロームブロック・ローム粒子を含み、赤色スコリア粒子が少量まじる。
21 黄褐色土層 ロームプロックを多く含む。
22 茶褐色土層 ロームブロックを多く含み、赤色スコリア粒子・ローム粒子が少量まじる。
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図面15 K2-39次調査 83・84号住居跡
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83号住居跡土層説明

1～ 1 暗茶褐色土層 黒色味を帯び、炭化物を多
く含む。

赤色スコリア粒子が少量ま

じる。

暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア
粒子・焼土粒子を多く含み、
炭化物が少量まじる。

暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を多く含
む。

茶褐色土層 ローム粒子・焼土粒子が多
く含まれ、炭化物が少量ま

じる。

暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含む。

黄褐色土層 ロームブロック・ローム粒
子を多く含む。

暗赤茶褐色土層 焼土粒子・焼土ブロックを
多く含み、ローム粒子もま

じる。
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図面16 K2-39次調査 64・65・67・68号土坑
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65号土坑土層説明

l 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を含む。

2 黄茶褐色土層 ロームブロツク・茶褐色土

粒子を含み、赤色スコリア

粒子が少量まじる。

3 暗茶褐色土層 ローム粒子・ロームブロッ

クが含まれる。 a

4 黄茶褐色土層 ロームブロック・ローム粒 一

子を含む。

暗茶褐色土層 ローム粒子が含まれる。

黄褐色土層 ロームブロツク・ローム粒

子を多く含む。
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64号土坑上層説明

l 黒褐色土層 赤色スコリア粒子を少量含む。
2 茶褐色土層 細かいローム粒子を含み、赤色スコ

リア粒子がまじる。

茶褐色土層 ローlえ粒子を多く含み、赤色スコリ

ア粒子が少量まじる。

茶褐色土層 ロームブ訃ンクを多く含み、赤色ス

コリア粒子が少量まじる。

暗黄褐色土層 ローム粒子・ロームブロックを多く

含み、赤色スコリア粒子を少量含む。
黄褐色土層 ロームプロツクを多く含む。
黄褐色土層 ロームブロックを多く含み、黒色土

粒子が少量まじる。

黒色土層 細かいローム粒子を含む。
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1 昭茶褐色ト?層

2 暗茶褐色七層
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6
(
1
8
9
川
 
n

暗茶褐色I二層

黄褐色1?層

酢褐色}・層

暗苗褐色Ij曽

L☆褐色ト層

?ト)′5苗茶褐色ト層

ローム粒fを含む。

ローム粒そ・赤色スコリア粒子を含

む。

ローム粒f?・スコリア粒r・を含む。

ローl1ブロック・茶褐色上ブロツク

を含む。

ローl1ブロック中茶褐色上ブロック

を含む。

ローl1粒f・ローl1ブロツクを含む。

ローlえ粒r・ローl1ブロックを含む。

ローl1ブロックを多く含む。

よ二れたローl・プロツクを多く含む。

ローz1ブロックを多く含み、,!,色上

塾4rが少i辻ましろ。

[] j,フ力yク・ローム粒'F'a:含む。

75.4m a

V
68号」二坑七層説明

1 暗茶褐色上層

2 暗茶褐色土二層

3 黄褐色七層

0

???7?????????

a′
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4 酸褐色ヒ層

赤色スコリア粒子を

少星含む。

ローl2粒ナ・赤色ス

コリア粒rを含む。

ローム粒1′リローム

プロツクをaむ。

ローl1粒fと茶褐色

土二フ゛ロツクが含まれ

る。
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図面17 K2-39次調査 61・66・69・70号土坑
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-69号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を少量含む。

2 暗茶褐色上層 赤色スコリア粒子を含み、ロー

ム粒子が少量まじる。
暗黄褐色上層 よごれたロームプロックを含む。
茶黄褐色土層 ロームプロックに、茶褐色土ブ

ロックがまじる。

暗黄茶褐色土層 ローム粒子に茶褐色土プロツク

がまじる。

黄褐色上層 ロームプロツクを含む。

3

4

5

6

66号土坑七層説明

1 茶黒褐色上層 赤色スコリア粒子を含む。

2 茶黒褐色土層 赤色スコリア粒子を多く含み、ロ
ーl1粒子がまじる。

3 暗茶褐色上層 ローム粒f・スコリア粒子を多く

含む。

4 暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含み、スコリア

粒子がまじる。

5 黄茶褐色上層 ローム粒子・ロームプロックを多
く含む。

暗茶褐色土層 スコリア粒子を少呈含む。

茶褐色土層 茶褐色土ブロックを多く含み、ロ

ーム粒子がまじる。
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61号土坑

1
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t 謙
70号土坑土層説明

l 暗茶褐色上層 赤色スコリア粒子を含む。
2 暗茶褐色土層 細かいスコリア粒子を含み、口-

ム粒fが少量まじる。
暗茶褐色上層 ローム粒子を含む。
茶褐色上層 ローム粒子を含む。
暗茶褐色上層 ローム粒子を多く含む。
茶褐色上層 ローム粒子を多く含む。
茶黄褐色上層 ロームブロックを多く含む。
暗黄褐色上層 ローム粒f・ロームブロックを多

く含む。
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76.om a

1

61号上坑土層説明

1 暗茶褐色上層 赤色スコリア粒子を含む。
2 黒茶褐色七層 赤色スコリア粒子を含む。
3 暗茶褐色L層 ローム粒了・・ローl1ブロック・赤

色スコリア粒fがまじる。

4 茶褐色上層 ロームプロックを多く含み、赤色
スコリア粒f・・炭化物が少量まじ

る。
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図面18 K2-39次調査 62・63・71・72・73号土坑
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63号土坑土層説明

1 暗茶黒褐色土層 細かいローム粒子・赤色スコリア

粒子・炭化物を含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子

を少量含む。

暗茶褐色土層 ローム粒子を多量に含む

黄褐色土層 ロームブロックを含む。
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4
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a′ 〔)

q(

畷 62号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層

2 茶褐色土層

a
゜鶏

ローム粒子・スコリア粒子を含む。

ローム粒子・ロームプロックを含み、

赤色スコリア粒子がまじる。

a

D1 b1

?

71号土坑

75.4m
a

震
a′
一

濡P
71号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 細かい赤色スコリア粒子を含む。

2 暗茶褐色土層 細かいローム粒子を多く含む。

3 暗茶褐色上層 細かいローム粒子を含む。

4 暗黄褐色土層 ロームプロックを含む。
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72号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子を

少量含む。

3 暗茶褐色土層 ローム粒子を含む。
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図面19 K2-39次調査 74・75・76・77号土坑
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74号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を含む

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・炭化物を含む。

3 暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含み、炭化物

がまじる。

4 暗黄褐色土層 よごれたロームブロックを多く

含む。

.Ω1

1
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E
a′寸
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第

1

p
75号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 細かい赤色スコリア粒子・黒色

土粒子を含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子

を含む。

暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含む。

暗黄褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを

含む。

5 暗茶褐色土層 ローム粒子を含む。

\
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4

遁:

77号土坑

80

75.gm a
ー

p\.
E
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.
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3)
l

己
76号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子

を含む。

暗茶褐色土層 ローム粒子を少量含む。

茶褐色土層 ローム粒子を多量に含む。

茶褐色土層 ローム粒子を含む。

3

4

5

77号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を少量含む。

2 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を含む。

3 茶褐色上層 大粒の赤色スコリア粒子を含む。

4 黄褐色土層 ローム粒子・ロームプロックを

含む。
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図面21 K5-2次調査 調査地全体図
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図面22 K5-2次調査 1・2・3号埋斐
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1号埋壱
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1
III b

ⅠIIb′

III c

1号埋要土層説明

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子を少量含む。

1'(O毛 IIIb

2号埋竪上層説明

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子を少量含む。

3号埋竪土層説明

1 暗茶褐色土層 IIIb層に類似した土層で土器下面でロ

-ム粒子を多く含む。

74,5m a
1?????1

a′
?中

も
48-4

3号埋要

a′

111 b 暗茶褐色土層 細かいローム粒子・赤色スコリア粒子

を少量含む。

II1 b′茶褐色土層 細かいローム粒子・赤色スコリア粒子

の他にロームプロックを含む。

IIIC 茶褐色土層 ローム漸移層

一

III b

1町?～?～11

IIIb′
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図面23 K5-2次調査 1・2・3・4・5・6号土坑

1号土坑

74.'bm a a′

礁診
1号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を少量含む。

2 暗黄褐色土層 ローム粒子を多く含む。

a
??～

a′

曳1

2号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子と赤色スコリア粒子を

全体に含む。

2 暗黄褐色土層 ローム粒子・ロームブロック・茶褐色土
ブロックを含む。

2号土坑

旬/

蕩
翳

晃
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E
哨
,
マ
ト

a
一
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a′ @ a′

1鴫～―

3号土坑

74.2m a a′

4号土坑

の
4 74.4ma

5
2

4

1

a′

3号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子・赤色スコリア粒子を

含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含み、炭化物がまじる。

3 暗黄褐色土層 ロームブロックを多く含み、茶褐色土ブ

ロックがまじる。

4 暗茶褐色土層 ローム粒子・赤色スコリア粒子を含む。

5 暗黄褐色土層 ロームプロックを多く含む。

74.5m a

5号土坑

騙國
5号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子を少量含み、赤色スコ

リア粒子も少量まじる。

2 暗黄褐色土層 よごれたロームブロックを含む。

4号土坑土層

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子・赤色スコリア粒子を

少量含む。

2 暗茶褐色土層 ローム粒子を多く含む。

3 暗茶褐色土層 ローム粒子を含み、赤色スコリア粒子が

少量まじる。

4 暗黄褐色土層 ロームプロックを多量に含み、赤色スコ

リア粒子がまじる。

5 暗黄褐色土層 ロームプロックを多く含み、茶褐色土ブ

ロックがまじる。

セl゛
の1

農
」旧

6号土坑

a

0

E
O
.
寸
ト

6号土坑土層説明

1 暗茶褐色土層 細かいローム粒子・赤色スコリア粒子を

含む。

2 暗茶褐色土層 赤色スコリア粒子を含む。

3 暗黄褐色土層 ローム粒子・ロームブロックに茶褐色土

ブロックがまじる。
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図面24 K5-2次調査 1 2・3・4号集石
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1号集石土層説明

1 赤茶褐色土層

2 暗茶褐色土層

3 茶褐色土層

4 暗黄褐色土層

5 黄褐色土層

6 茶褐色土層

7 暗茶褐色土層

8 暗茶褐色土層

9 茶褐色土層

10 暗茶褐色土層

11 暗黄褐色土層

12 暗黄褐色土層

II1 b暗茶褐色土層

IIⅠb

焼土ブロック層。

スコリア粒子を多量に含む。

スコリア粒子を多量に含む。

焼土粒子・スコリア粒子を含む。

スコリア粒子を少量含む。

スコリア粒子を少量含む。

ロームプロック・スコリア粒子を少量含む。

ロームプロックを含む。

ロームプロックを含む。

よごれたロームプロックを含む。

よごれたロームブロックを多量に含む。

細かいローム粒子・スコリア粒子を少量含む。
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図面25 K5-5次調査 調査地全体図
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図面26 K2-35次調査 101・102・103号住居跡、20号集石土坑出土土器
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図面27 K2-35次調査 21号集石土坑出土土器
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図面28 K2-35次調査 21号集石土坑出土土器
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図面29 K2-35次調査 21号集石土坑出土土器
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図面30 K2-35次調査 21号集石土坑、ピット7、遺構外出土土器
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図面31 K2-35次調査 遺構外出土土器
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図面32 K2-35次調査 遺構外出土土器
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図面33 K2-35次調査 遺構外出土土器、土製品
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図面34 K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図面35 K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図面36 K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図面37 K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図面38 K2-35次調査 21号集石土坑、遺構外出土石器
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図面39 K2-39次調査 78・80・81号住居跡出土土器
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図面40 K2-39次調査 81・82号住居跡出土土器
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図面41 K2-39次調査 82・83号住居跡出土土器
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図面42 K2-39次調査 84号住居跡、62号土坑、23号礫集中部分、遺構外出土土器
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図面43 K2-39次調査 遺構外出土土器、 土製品
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図面44 K2-39次調査 78・80・81号住居跡出土石器
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図面45 K2-39次調査 83号住居跡出土石器
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図面46 K2-39次調査 82・84号住居跡、23号礫集中部分出土石器
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図面47 K2-39次調査 23号礫集中部分、遺構外出土石器
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ピット25・26、遺構外出土土器
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図面51 K5-2次調査 遺構外出土土器
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図面53 K 5-2次調査 1号埋泉、2・3号土坑、1号集石出土石器
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図面54 K5-2次調査 遺構外出土石器
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図面55 K5-2次調査 遺構外出土石器
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図面56 K5-2次調査 遺構外出土石器
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図面57 K5-2次調査 遺構外出土石器
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図面58 K5-2次調査 遺構外出土石器
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図面59 K5-2・5次調査 遺構外出土石器
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図版1 K2・K5遺跡調査
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図版28 K2-35次調査 101・102・103号住居跡、20号集石土坑出土土器
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図版29 K2-35次調査 21号集石土坑出土土器
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図版30 K2-35次調査 21号集石土坑出土土器
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図版31 K2-35次調査 21号集石土坑出土土器
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図版32 K2-35次調査 21号集石土坑、ピット7、遺構外出土土器
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図版33 K2-35次調査 遺構外出土土器
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.器土土:出K2-35次調査 遺構外図版34
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図版35 K2-35次調査 遺構外出土土器、土製品
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C
V版31図. K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図版37 K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図版38 K2-35次調査 21号集石土坑出土石器
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図版39 K2-35次調査 21号集石土坑、遺構外出土石器
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図版40 K2-39次調査 78・80・81号住居跡出土土器
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図版41 K2-39次調査 82・83号住居跡出土土器
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図版42 K2-39次調査 83・84号住居跡、62号土坑、23号礫集中部分、遺構外出土土器

1

▲

41-16

一
-
ー一

一
--一

r
a

h

b
0てM4シ

一
一

―

ー -

41-17

1霞
41-18

-

一

υ

tl

j1

- レ

Ⅵ
【

1

ノ?

■
1
=

〆

1゛都ス蒐 9

更r―411 き

ぺhN ―『◆～旬 p

～?:ぱS゛ξ\
・・′『レq

冫
C

翫d睨一起

じ11▼[ 42-9

豐?14些。中?16
一---

ツ基1-9

11
一

--

42-1 ー

42-2
42-3

口
42-6

-168-

■■閣鴨 h
■■

■■■■層:h閣■ 1

I―■ L 一 ■■1■■■■■1― ■
11118 一 ■1■1■■■■■■■:

1■圃 j■ 1 ■ Ⅱ ■訓閣
1固 旧 ■ ■ 1鵬 Rl― 『

ロ 旧 冒 1 ■ 1}ム 幽 【
1 ■ ■ 情 ■111 ■ ～

蚤 1 11塁 璽＾b・
1

シ甑1-■圓 曜

-- ■ ■
-一 回 ■

A― ミ
■
1厘

―;

飄 1
■ 1

1 ■
鵠ク-11 ■ ■



図版43 K2-39次調査 遺構外出土土器、土製品、78・80・81号住居跡出土石器
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図版46 K5-2次調査 1・2・3号埋琵、3・4号土坑、1・3号集石、ピット25・26、遺構外出土土器
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図版47 K5-2次調査 遺構外出土土器
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図版48 K5-2次調査 遺構外出土土器
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図版49 K5-2次調査 遺構外出土土器、土製品
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図版50 K5-2次調査
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1図版5? K5-2次調査 遺構外出土石器
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?器出土石:次調査 遺構外り
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1土石器出遺構外:2次調査一5K8図版5:

祖

テて

冫1

l1

凛

α

6
1
r

“
智

3-]5?

j

j
]

-

V

殴ク?ナ
擾閣:シ,′
3iコ各把゜岬・

竃

δ4▼Cj1φ"
ト1
一

Sオ 資1

ー

l家閥
不κ訪

1 罵

―

d
ー

ぱ・

家】

り

ば
★

χ1
κ

シ

??.

?ら

1

I

i

1

1
1

1
句

?v

1

レ

1
ー

57-2

貸

1

b

〆(

:1
匂d.

1?ク
-

ら1

1111

タ
墳
Φ
[

唱
1
リ
l

1t
1

覧
級
Ⅵ
A
?
ヤ

κ

～

ろ
V・

ヘ

1

-S

ル

4

士

f
ゝ
》

自

▼

;l

?曳

か1

馴

グ

1

i

υ

1

害

1

ー
57-1

11
1鳩,

～
r

\・

い

1

冫・

℃
小
信
U
?
月
宿
l.

呵

),

e
・

田

U

曳

X
紀
～

h

C

シ・

?躯

1,

57-6

へ

シ

rr・

味
げ
t
-

社

tA

μ
*

―r

,1

ひ悔
1\

?il

配
N

1
ぐ
′
拳
?

(?N

申ワ
罎
ツ

Z
1

グ1
X

京・

11

1

):

輌

1t

1
%

岬

a

U

一ー

・I

.―

1

57-5

咽

一
～

へ

1

t0

Eむ

.～

?牛\

×曳
σ
℃
戸
ρ

n

も
紮
?

孝

1
ク1

口

-ぴタ
1
J

ペ

I

T♂.

n゛,7ミ:

L1

眠～!h?v1

ノP

ト

A
0

L

て

1
町

l

リ

▼

U

帽

L～

1
l 〕

へ
ρ幣

蟻

a

一

-

1

糞

L

n
1
配

N
』7
1
-

=
-

一

1

4

1
I

1

t7iki
【1

艶C 飄
1
瀦い徐:・
断鷺1棺通1び:臘曳1
闇嵯ζ2・,:
願誼悶酬F遇

58-2

11智ψ副確

58-54-58

L・負1

七

―

L
I
P

ト?

1

A
1{

V

1
U
1
1

動
L1

貰ク

ク

?A

シ:

)4

奢
v

〆
)1

閉
4

自

1
ル

“

ベ

P

フ
b

X

I

1
41

1

11

カ
?1

-

?1

a
Ⅱ

門
曙

い
rゞ

lr111

以
κ

1

Δ
κ11幻

n

(ラ

都

1℃瞠

デ.

l

1一58

L

l

1シ

b.

N
耐
K

◆

4
盪
灼

l旬

釘
『
夕
脚
鮎

冒

ー

91
ロ

μ

匁鍋

1:

e
1

トω

(ゼ
1
狗

呼
断

1.

(ト 予

k

丸
1ψ

訃
゛1

姻

Ⅰ

Sし
5砲9

58-3

}

57-4

押

n

〆・

t
處(

N・
r71

1

k
酵

酔

1
4
1
事
一
-

リ吟

T

―
1,

も

レ
渚

1

d

へ,
1

I

1弾
真

1

11～
タ:

N

トN:゛
～

圀
偶

r-

引-]

敬

テ嘴

ポ

1

田

「
 
-

Y

■

1引

内

1
鳥
社
鈑

1

ヘ・

く麺・
》・

兇

ml

1
トリ

1

-

髪
鳩

へ?゛

- 179 -

■ 1 L 目 01, =1 ■

11:[( 1.
1{
ダ

■L l 鵬 『. コ

I■ 1 l 1j1] 11

■―■『11
■15 ■1 ― ―
l1貴 .■ 膳 jI1

■1 Ⅳ111
■1■

山 ■ 』

181レn
■■■■I■■1

一

l

■ ■

[I置
―L
園



図版54 K 5-2 ・ 5次調査 遺構外出土石器

?論・

58-6

掻瑠験 r1

・)咽
十濁鍔

゛都・婉

診
9゛\゛・纏

幻
-

廠

胃
へ

Q直

翻・゛
LA

58-8

砕
幽

レ

お
艷

吃

～

1 ゛や1

; 1

レ
58-7

―v- ,

猷ト

讃・1

梱携?“・1
鮫、,鴫d

し

献
勢S』

瞥
『働

函

略 Lア

獣゛゛ア,
璽譜

4
r・

▲

・警. ー

口
ひ,

・4電1髪

59-3

謔1.
=、
瞼娠
紬練・

しj
59-2

4耽伍Δ

58-9

壷
0

59-1

r

O

鷲
二

?;C
v111コぎ

- - 59-4

l】
λ潤

,′5影
、1

1

冒
j 1
!゛社

?・・・?・ニ

1,q ・ ? 1

ロ
59-5

-180-

p

～ 1:.
―

―

F
“1創 [1

!}番ト :
く
i [1

上1h
1 l1 1 ラ1 1 門C
1l 11 1 11 ■1 ―1 ―[■ 1 l r. i1 1
i 「 ■ 1」 t1 d ■

,I Wb I 1二

L 1

1
11 ―1 ′1

V呵fl1 1

1(ぐ 1

〕
11 1

i
h 1・ 1

111 11 L
直

1 11 1

1,! 1 L 己1 藷
引“ 1げ1 ―

J1 ■ ■ 1

1N [1
1
11

憂 1 !1 Ⅰ 唱■
程 シ :■1 1 1 ]
- 圏 (.1 I■ ■

1 ～■■■鵬
―l [・ 叫14 同 ■

―b I1
■ ■ I1

■ 64 1iしj1
j E: ■ b1 71―■
■ lt ― ■ 11 ■

111 ≦ 引
―■ ■
1■量

纏
1 Ⅲ 1阿
閣■ 身 11 1
“1■■ ■ S 自

硼 ■■

1
6
餉
V1: 5 翫

b

n1■ ツ

ラi1 1

鵬1
t{1 11臣『ト ■1 j J闘1-

1■L ■ 九y 111-1 ■lj1 nl 『 ■口
1 lv 1 ■ Ⅰ

A 1町 1、
4:

―N 冒喧 ■ ヨL

lラkWi .1
トi ,A1“ Δl'i'@I



 



国分寺市文化財調査報告刊行目録 ※( )初版刊行年月

恋ケ窪遺跡発掘調査概要(昭和40年3月刊)国分寺市文化財専門委員会編
恋ケ窪堂址調査報告(刊行年不明)泉町廃寺址遺跡調査団編著
武蔵国分寺図譜(昭和41年12月刊)滝口宏編著
武蔵国分尼寺(昭和49年4月刊)滝口宏著

武蔵国分寺遺跡発掘調査概報I(昭和51年6月刊)武蔵国分寺遺跡調査団編著
〃 II(昭和51年7月刊) 〃

武蔵国分寺遺跡調査会年報Ⅰ(年報1974)(昭和54年3月刊) 〃
恋ケ窪遺跡調査報告Ⅰ(昭和54年3月刊)恋ケ窪遺跡調査団編著
武蔵国分寺遺跡発掘調査概報IIⅠ(昭和52年11月刊)武蔵国分寺遺跡調査団編著

ノノ IV (昭和55年2月刊) ノノ

恋ケ窪遺跡調査報告IⅠ(昭和55年10月刊)恋ケ窪遺跡調査団編著
武蔵国分寺遺跡発掘調査概報Ⅴ(昭和56年3月刊)武蔵国分寺遺跡調査団編著

)) vⅠ(昭和57年3月刊) ノノ

恋ケ窪遺跡調査報告III(昭和57年3月刊)恋ケ窪遺跡調査団編著
武蔵国分寺遺跡発掘調査概報VII(昭和57年9月刊)武蔵国分寺遺跡調査団編著
武蔵国分寺遺跡調査会年報IⅠ(第1分冊 昭和59年3月刊、第2分冊 昭和57年3月
刊)武蔵国分寺遺跡調査団編著

花沢東遺跡(昭和59年3月刊)恋ケ窪遺跡調査団編著

武蔵国分寺跡遺物整理報告書一昭和三十一・三十三年度一(昭和60年4月刊)日本考
古学協会仏教遺跡調査特別委員会編

武蔵国分寺跡発掘調査概報Ⅴ111(昭和60年3月刊)武蔵国分寺遺跡調査団編著
〃 IX (昭和60年3月刊) 〃

多摩蘭坂遺跡(昭和55年4月刊)恋ケ窪遺跡調査団編著

武蔵国分寺跡発掘調査概報X(昭和62年3月刊)国分寺市遺跡調査団編著
)) XⅠ(昭和62年3月刊) 〃

恋ケ窪南遺跡発掘調査概報Ⅰ(昭和62年3月刊) 〃

恋ケ窪遺跡調査報告IV (昭和63年3月刊) 〃

武蔵国分寺跡調査報告書(昭和62年3月刊)滝口宏編

武蔵国分寺跡発掘調査概報XII(昭和63年3月刊)国分寺市遺跡調査団編著
)} XIIⅠ(昭和63年9月刊) ノノ

〃 XIV (平成元年3月刊) 〃

〃 XV(平成元年3月刊) 〃

〃 XⅦ(平成2年3月刊) 〃

国分寺市の民俗1(平成3年3月刊)国分寺市民俗調査団編著
武蔵国分寺跡発掘調査概報XVII(平成3年3月刊)国分寺市遺跡調査団編著
国分寺市No.37遺跡調査概報I (平成3年3月刊) 〃

国分寺市の民俗2(平成4年3月刊〉国分寺市民俗調査団編著
恋ケ窪廃寺跡発掘調査概報I(平成元年3月刊)国分寺市遺跡調査団編著
国分寺市の民俗3(平成5年2月刊)国分寺市民俗調査団編著
国分寺市の民俗4(平成6年3月刊)国分寺市教育委員会編
武蔵国分尼寺跡Ⅰ 平成4年度発掘調査概報(平成6年3月刊)国分寺市遺跡調査団
編著

第1集

第2集

第3集

第4集

第5集

第6集

第7集

第8集

第9集

第10集

第11集

第12集

第13集

第14集

第15集

第16集

第17集

第18集

第19集

第20集

第21集

第22集

第23集

第24集

第25集

第26集

第27集

第28集

第29集

第30集

第31集

第32集

第33集

第34集

第35集

第36集

第37集

第38集

第39集



令和４年（2022）３月９日　デジタル版作成
     　　　　　底本はＢ５版。




